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はしがき

八尾市は、大阪府の東部に位置し、西は上町台地、東は生駒山地、南は羽曳野丘陵に囲まれた

山麓• 丘陵先端から平野部にかけて立地しています。山麓や丘陵先端部には、古く旧石器時代に

遡る人々の生活の痕跡が点在するほか、生駒山地西麓には全国的にも知られる古墳時代後期の群

集墳「高安古墳群」が形成されています。また平野部には、古大和川水系が運び続ける土砂が厚

＜堆禎しており、その中に、縄文時代以降の生活の跡が連綿と積み重なっています。

このような先人の残した財産一埋蔵文化財ーは、市民が共有すべき財産であるといっても過言

ではありません。しかし、市民生活の利便性や豊かさを追求するための開発工事は、一方ではこ

のような共有財産を破壊することが前提となってしまいます。そこで、私どもは、開発工事によ

って破壊される埋蔵文化財について事前に発掘調査を行い、記録保存・研究に努めています。

本書は平成21,--.,25年度に行った民間の開発に伴う 5遣跡、 6件の発掘調査の報告をまとめたも

のです。主な成果としては、萱振遣跡では、弥生時代後期、古墳時代前期、平安時代の遺構を確

認し、各時期の集落域は当遺跡の南部へ広がることが判りました。北木の本2丁目追跡では、

安時代後半～鎌倉時代後期の居住域の存在が明らかになりました。成法寺追跡では、中世以降安

した居住域となることが判明しました。中田遣跡では、古墳時代初頭前半の居住域と塵域を確

認し、両域が共存していることが判り、また、古墳時代前期末の古墳を確認しました。西郡廃寺

では、古墳時代前期、古墳時代後期、平安時代後期～鎌倉時代の居住域を確認しました。

本書が地域史、ひいては日本史解明の一助になれば幸いに存じます。

最後になりましたが、多くの関係諸機関および地元の皆様方に、多大な御協力をいただきまし

たことを心から厚く御礼申し上げます。

平成28年3月

公益財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 平野佐織



序

l. 本書は、財団法人八尾市文化財調査研究会が平成21"-'25年度 した、民間間発に伴う発

掘調査の成果報告を収録したもので、内業幣則及び本内：作成の業務は各現地調査終了後に着

手し、平成28年 3月をもって終了し

1. 本書に収録した報告は，下記の日次のとおりである。

1. 本書に収録した各調査報告の文此は、 I・II・V西村公助、 III・IV坪田以..、 VI成洵佳子・

西村で、全体の柚成・編集は西村が行っ

1. 本書掲載の地図は，大阪府八尾市役所発行の2,500分の l(平成8年 7月発行）・八尾市教育委

員会発行の『八尾市且11蔵文化財分布地図』（平成27年度版）をもとに作成した。

1. 本書で用いた標高の屈準は東京栴標準潮位(T.P.)である．

1. 本書で用いた方位は磁北、又は座標北（国土座標第VI系［日本袖l地系〕）を示している。

1. 遣構名は下記の略号で示した。

井戸ー SE 土坑ー SK 溝:-SD 小穴・ピットー SP 落込みーso 自然河川ーNR
1. 追物実測図の断面表示は、須恵器が黒、その他が白を駈調とした。

1. 土色については『新版標準士色肌11』1997年後期版 農林水産省農林水産技術会議事務局・財

団法人日本色彩研究所色票監修を使用した。

1. 各調査に際しては、 ・カラースライド・実測図を、後世への記録として多数作成した。

各方面での幅広い活用を希望する。
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I 萱振遺跡第28次調査 (KF 2013-28) 



例

l. 本書は、大阪府八尾市旭ヶ lん→「1ll 、111 し ヽ 佐振追跡

埋蔵文化財 る

1. (KF20I:3 0) 、八 の

くもので、 r11 と 市文化且九)l,j柾研究会

の間で、 とし し ・ーより、 八尾市文化財

調査研究会が巾 ら て

1. 調査は当 四村公助 当し

1. 現地調査は、 4 J=J 23 日 ~5 月 1 日 4日）一 し は約29.Onfであ

る。

1. 現地調査に ・ifUs: 恨1-. • 竹田 ・村田 し

1. 内 ヽ して平成28年 3月31日 ,l ぃぐ） した。ヽ

実測

トレース

デジタルトレースー西村

追物写真撮影・編集ー西村

1. • 編集は西村が行った。
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I 萱振遺跡第28次調査 (KF 2013 -28) 

I 萱振遺跡第28次調査 (KF 2013-28) 

1 . はじめに

萱振遺跡は、大阪府八尾市の北西部に位置している。現在の行政区画では緑ヶ丘ー～五丁目、

萱振町一～七丁目、北本町三 • 四丁目 、 楠根町一丁 目、旭ヶ丘ー • 四 • 五丁目にあたり、東西約

0. 5"'-'0. 9km、南北約1.1kmがその範囲とされている。今回の調査は、当研究会が萱振遺跡で行う第

28次調査である。

地理的には、旧大和川及びその支流の河川による沖積作用によって形成された河内平野のほぼ

中央部にあたる。周辺には、奈良～室町時代の居住域が検出した西郡遺跡、古墳時代初頭の居住

域が見つかっている東郷遺跡、古墳時代前期の河川、奈良時代の河川などが発見された小阪合遺

跡が隣接している。

周辺の調査（第 1図を参照）では、北西側の萱振遺跡(94-281)の調査で、古墳時代後期の遺構を

検出している（吉田1995)。また、西側の東郷遺跡の府教委による調査では、弥生時代前期～中世

に至るまでの遺物が出土した自然流路を検出している（奥1989)。北東側の東郷遺跡第 1次では、

平安時代の井戸を検出した（米田1981)。さらに南西側約150mの東郷廃寺(90-531・94-730)0首

1995・1996)では、飛鳥時代の瓦が出土し、同時代の寺域の可能性が指摘されている。

このような既往の調査から、今回の調査地では上記当該期に関連する遺構 ・遺物の存在が想定

された。

第 1図調査地周辺図
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2 調査概要

1) 調査の方法と経過

今回の調査は、店舗新築工事に伴う発掘調査で、建物基礎部分を対象に実施した。南西側の調

査区を第 1区とし、以下時計回りに第 6区までの合計 6ヶ所の調査区を設定した。掘削は、現地

表下1.6m前後の地層を機械、以下厚さ0.2m前後の地層を人力で行った。調査では、調査地東部

に位置する八尾市補助点3B389(T. P. +8. 078m)を標嵩の基準とした。

2) 基本層序

現地表下2.Omまでで 9層の基本層序を確認した。

〇層 盛土 ・客土(T.P. +8. Om前後）。層厚は約0.G~O. 7mを測る。

1層 暗灰色細粒砂混粘土(T.P. +7. 3~7. 4m)。旧耕作土で、層厚は約0.1~0. 2mを測る。近代

降に比定できる。

2層 オリープ褐色細粒砂混粘士(T.P. +7. 2m)。作土層で、層厚は約0.1~0. 2mを測る。

3層 褐灰色シルト質粘土(T.P. +7. 0~7. lm)。湿地性堆積層で、層厚は約0.2~0. 3mを測る。

4層 オリーブ色シルト質粘土(T.P. +6. 8m) 。 湿地性堆積層で、層厚は約0.1~0. 3mを測る。

5層 灰黄褐色シルト質粘士(T.P. +6. 6~6. 7m)。湿地性堆積層で、 層厚は約0.1~0. 3mを測る。

層内からは中世の土師器、瓦器の細片が出土した。

6層 灰黄褐色細粒砂混粘土質シルト (T.P. +6. 4~6. 5m)。作土層で、上面は撹拌を受け上壌化し

ている。層内からは古墳時代中期末～後期初頭の須恵器、奈良～平安時代の土師器、須恵

器、黒色士器、瓦等の細片が出士した。層厚は約0.1~0. 2mを測る。

7層 灰褐色粘土質シルト (T.P. +6. 3m)。湿地性堆積層で、上面は土壌化している。層厚は約0.

1~0. 2mを測る。

8層 10Y5/l灰色シルト質粘土(T.P. +6. lm)。湿地性堆積層で、層厚は約0.lm以上を測る。

3)検出遺構と出土遺物

6層上面からは平安時代の溝3条(SD 201・301・601)、7層上面からは古墳時代前期（布留式

期）の土坑4基(SK 101・401・501・601)、小穴 1個(SP601)、弥生時代後期の小穴 1個(SP201) 

を検出した。

）` 第4区・

第3区・

第 2区・ 逗・
区5
 

●
第

第 1区. u ■第6区
2区 3区 ■今回の調査区

●試掘東郷隣接地2012-536

／ 
0 (1 :1000) 20m 

一第2図調査区位置図
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萱振追跡第28次調査 (KF 2013 -28) 
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S D201 : N5/0灰色細粒砂
S P201 : 10YR4/4褐色細粒砂混粘土

第 2区6・7層上面平面図
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S K401 : 10YR3/4暗褐色シルト混粘土（炭化物含む）
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0 (1 :50) 1 m 
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6層上面検出遺構

S D201 

S D201は第 2区の南部で検出した。東西方向に直線に仙び、幅0.3m、深さ0.2mを測る。地土

はN5/0灰色細粒砂で士l':lfi器の細片が出土し

S D301 

S D301は第 3区の南部で検出した。東西方l句に直線にイ111び、幅0.115m、深さ0.2mを測る。埋

土はN4/0灰色細粒砂混粘土で土11:ni器の細片が出十．し

S D601 

S D601は第6区の南部で検出した。東西方向に直線に侃lび、幅0.6m、深さ0.15mを測る。埋

土は10Y6/l灰色細粒砂混粘土で平安時代の土!':iii齢・ 黒色土堺の細片が出土し

7層上面検出遺構

SK  101 

SK  101は第 1区の南西部で検出した。南西側は調査区外に至るため平面形状および規模は不明

である。検出した部分では、東西0.5m、南北0.5m、深さ0.2mを測る。埋士は10'1「R4/4褐色粘土

質シルトで、古式土師器の細片が出土した。

S K401 

S K401は第4区の西部で検出した。西側は調査区外に至るため平面形状および規模は不明であ

る。検出した部分では、東西0.6m、南北幅1.5m、深さ0.15mを測る。埋土は10YR3/4暗褐色シル

卜混粘土で、古式土師器の細片が出土した。

S K501 

S K501は第 5区の北部で検出した。北側は調査区外に至るため平面形状および規模は不明であ

る。検出した部分では、東西0.Sm、南北幅0.55m、深さ0.2mを測る。埋土は10YR3/4暗褐色シル

卜混粘土で、古式土師器の甕• 高杯などの破片が出士した。このうち 3点(1,..._, 3)を図化した。

1は古式土師器甕である。口縁部は「く」の字に折れ曲がり、外反する。端部は上部へつまみ出

す。口縁部の内外面はハケナデのちナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面はハケナデを施

す。 2は古式士師器甕である。口縁部は内湾する。体部は丸い器形で、上位に最大径をもつ。ロ

縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面はハケによるナデを施す。 3は

古式土師器高杯である。脚部は柱状である。脚部の内面はナデており、しぼり目が確認できる。

外面はヘラミガキを縦方向に施す。遺構の時期は出土遺物から古墳時代前期前半（布留式期古相

II)に比定できる。

S K601 

SK601は第6区の南部で検出しに南側は調査区外に至るため平面形伏および規模は不明である。検出した部

分では、東西2.0m、南北幅1.3m、深さ0.15mを測る。埋土は10YR3/1黒褐色細拉砂混貼土で、古式切網器⑪袖片

が出土した）
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3 

1-3:5区SK501 
4:2区SP201 
5:4区6層
6:5区6層

6
 「
5
 

4

ーロ応
>

O (1:4) 10cm 

第 6図 出土遺物実測図

S P201 

S P201ぱ第2区の西部で検出した〕平面形状国惰円形で、長径）.4m、短径）.35mを測る。断茄杉状は逆台形で、

深さO.lmを測る。埋士は10¥'R4/4褐色綱泣砂叫肘土で、弥生土器などの細片が出土した3 このうち1点(4)を図化

しに 4は弥但l甜嗚後期の甕である。底部は突出し、底面は上げ底である。体部の内面は板状工具による

ナデ、外面は右上がりのタタキ目を施す。

S P601 

S P601は第6区の北部で検出した。平面形状は円形で、径0.Smを測る。断面形状は逆台形で、

深さ0.2mを測る。埋土は10YR5/l褐灰色シルト混粘土で、遺物の出土はなかった。

遺構に伴わない出土遺物

第6層からは土師器・須恵器などの細片が出土した。このうち 2点(5・6)を図化した。 5は

奈良時代末期～平安時代初頭の土師器鍋である。体部に把手が貼り付く。体部の内面はナデ、外

面は縦方向のハケナデ、把手部はナデを施す。 6は平安時代後期頃の黒色土器椀である。口縁部

は内湾する。端部に凹線を施す。内面は横方向のヘラミガキ、外面はナデを施す。内面は炭素が

付着し黒色である。

3. まとめ

今回の調査では、 7層上面で弥生時代後期の小穴と古墳時代前期（布留式期）の士坑・小穴、 6

層上面で平安時代の溝を検出した。弥生時代後期の遺構は、本調査の周囲では皆無に近い状況で

あり、同時期の居住域の存在が新たに確認された。古墳時代前期（布留式期）の遺構は本地から北

へ約150"-'200mの萱振遣跡第12次調査地（原田2008)や同第14次調査地（原田2008)で検出している

ことから、居住域が南側へ広がっていることが判明した。 6層上面から切り込む溝は耕作に伴う

素掘り溝であり、平安時代頃には当地は生産域に変化していることが明らかになった。

また、今回の調査地の 6層からは古墳時代中期末～後期初頭や奈良～平安時代の遺物が出土し

た。古墳時代中期末～後期初頭の遺構は本地から北西へ約60mの萱振遺跡(94-281)調査地（吉田
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1995)や西へ約150mの東郷追跡第60次rU/J1f地（樋口2010)で検出しており、 時代の辿構は本地

から南へ約100mの東郷廃寺(94-730)晶査地（泊1996)で検出していることから、今回の調査地に

も同時期の辿構が存在している可能,,生が似iいと考えられる。
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昭和55年度国JilI補助・n業 八尾iii教行委員会
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• ? 首 斎 1995『八尾市文化旧紀疫 7』八尾市教行委員会文化川課
• j首 斎 1996「ll.東郷廃呼(911-730)の瀾i1t」『八尾市内平成 7年度佗掘，J址=jlfヤfWr',1:;』 八尼市文化財調査報

告33 平成 7年疫国）庫補助事業 八尾iii
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査報告32 平成6年度公共:]1:業 八尾市教行委員会

• 原田昌則 2008「l 位振追跡第12次，u/J1f(KF9H2)」『作振辿跡 財団法人八尾市文化財，UM1E研究会報告109』
財団法人八尾市文化財調査研究会

• 原田昌則 2008「l 位振辿跡第111次瀾11'(KF93-l 4)」『作振追跡 財団法人八尾市文化財乱Ii]府研究会報告109』
財団法人八尾市文化財調壺研究会

• 樋I二l 煎 2010「1II 東郷辿跡第60次，V.'iJ代(TG200:3-60)」『東郷辿跡 財団怯人八尾iii文化財瀾壺研究会報告130』
財団法人八尾市文化財調査研究会
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図

版

1

調査地周辺（南東から） 調査地周辺（北西から）

第 1区7層上面全景（南から） 第 1区北壁0-7層（南から）

第 1区SK101全景（東から） 第2区6・7層上面全景（南から）

第 2区北壁0-8層全景（南から） 第2区SP201全景（南から）
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図
版

2

第3区6陪上面全景（南から） 第3区北壁0-7恩（南から）
9、

, .. 
， 
ふし

第4区北壁0-8層（南から） 第4区SK401全景（東から）

第5区調査状況（西から） 第 5区7層上面全景（南から）
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~----―し第6区7層上面全景（南から）

図

版

3

第 6区北壁0-8層（南から）

5
 

2 

出土遺物
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II 北木の本2丁目遣跡第 1次調査 (NSK2013-1) 

1 . はじめに

北木の本 2丁目遺跡は、大阪府八尾市の南西部に位置している。現在の行政区画では北木の本

二丁目にあたり、東西約110m、南北約45mがその範囲とされている。今回の調査は、当研究会が

北木の本 2丁目遺跡で行う第 1次調査である。

当遺跡は地理的には、長瀬川左岸と平野川右岸の間の沖積地に立地する。周辺には、弥生時代

中期～中世の遺構が見つかっている植松南遺跡、奈良時代の居住域や平安時代の生産域を確認し

ている太子堂遺跡が近接している。

周辺の調査（第 1図を参照）では、北西側の植松南遺跡第 1次調査で、弥生時代後期～古墳時代

前期、奈良時代の居住域が見つかっている（森本1998)。また、北西の太子堂遺跡第11次では平安

時代後期の生産域が見つかっている（西村2005)。

2. 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、分譲住宅建設に伴う発掘調査で、管路部分と防火水槽部分を対象に実施した。

管路部分を第 1区とし、防火水槽部分を第 2区とした。掘削は、現地表下0.3~0. 5m前後の地層

を機械、以下厚さ0.3m前後の地層を人力で行った。調査で使用した標高は、八尾市街区補助点

4A060 (調査地南西部 ：T. P. +10. 148m)である。

第 1図
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• 今回の調査区

0 (1 1000) 20m 

一2)基本層序

現地表下0.8mまでで6層の基本層序を確認した。

O層 盛士・ 客土 現地表面はT.P. +9. 5,..._,9_ 7m。層厚は約0.lmを測る。現代に比定できる。

1層 暗オリーブ灰色(5GY3/l)粘土質シルト (T.P. +9. 5m)。旧耕作土。層厚は約0.05----...,0. 15mを

測る。近代以降に比定できる。

2層 にぶい黄褐色(10YR5/3),..._, にぶい黄色(2.5Y6/3)粘土質シルト (T.P. +9. 4m)。作士層。層厚

は約0.l ,..._,O. 15mを測る。瓦器、土師器などが出土した。

3層 にぶい黄褐色(10YR5/4)粘土質シルト (T.P. +9. 3,..._,9_ 4m)。中世の遺物包含層。層厚は約0.05 

,..._,O. lmを測る。

4層 にぶい黄橙色(lOYR6/3)粘土質シルト (T.P. +9. 2,..._,9. 25m)。古墳時代～中世の遺物包含層で

ある。層厚は約0.05----...,0. 2mを測る。上面は土壌化し、遺構を検出した。

5層 にぶい黄橙色(10YR6/4),..._, 灰黄褐色(10YR4/2)粘土質シルト (T.P. +9. l ,..._,9. 15m)。河川堆積

層。層厚は約0.4m以上を測る。上面は士壌化し、遺構を検出した。

3)検出遺構と出土遺物

第 1区

4層上面で鎌倉時代後期(13世紀後半）の溝 1条(SD1101)、5層上面で、平安時代後期 (11世紀

後半）と鎌倉時代前期(13世紀前半）の士坑4基(SK1201,.....,1204)、小穴 3個(SP1201,.....,1203)を検

出した。

S D 1101 

第 1区の東部で検出した。南北方向に直線に伸び、幅0.3m、深さO.lmを測る。埋土は暗灰色

(N3/0)粘土質シルトで、 13世紀前半の土師器小皿 ・羽釜 ・瓦器椀などが出土した。この内 3点(1

,..._, 3)を図化した。 1は土師器小皿である。 2は土師器羽釜である。 3は瓦器椀である。

S K 1201 

第 1区の東部で検出した。平面の形状は南北に長い楕円形で、長径0.65m、短径0.5mを測る。

断面の形状は逆台形で、深さ0.lmを測る。埋土は褐色(lOY4/4)細粒砂混粘土で、炭化物を含み、

1 3世紀前半の土師器小皿 • 羽釜・瓦器椀 • 小皿などが出土した。この内 2点(4・5)を図化した。

-14 -
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4は瓦器椀である。 5は瓦器小皿である。

SK  1202 

S K 1201の西部で検出した。平面の形状は南北に長い楕円形で、長径0.9m、短径0.6mを測る。

断面の形状は逆台形で、深さ0.15mを測る。埋土は褐色(10Y4/4)細粒砂混粘土で、炭化物を含み、

土師器小皿、 11世紀後半の瓦器椀、軒平瓦などが出土した。この内 3点(6,......,8)を図化した。 6

は土師器小皿である。 7は瓦器椀である。 8は軒平瓦である。 8の瓦当部には中心飾りに蓮子を、

に唐草文を施す。類例には大阪府松原市立部遺跡（観音寺遺跡）出土の平安時代後期の軒平瓦

がある（市本2001)。

SK  1203 

SK  1202の西部で検出した。平面の形状は南北に長い楕円形で、長径1.Om、短径0.75mを測る。

断面の形状は逆台形で、深さO.lmを測る。埋土は褐色(10Y4/4)細粒砂混粘土で、炭化物を含み、

11世紀後半の土師器小皿などが出土した。この内 1点(9)を図化した。 9は土師器小皿である。

SK  1204 

SK  1203の西部で検出した。平面の形状は南北に長い楕円形で、長径0.75m、短径0.6mを測る。

断面の形状は逆台形で、深さO.lmを測る。埋土は褐色(10Y4/4)細粒砂混粘土で、炭化物を含み、

11世紀後半の土師器・瓦器椀などが出土した。

S P 1201 

第 1区の東部で検出した。平面の形状は円形で、径0.35mを測る。断面の形状は逆台形で、深

さ0.lmを測る。埋土は灰色(10Y6/1)細粒砂混粘土で、 13世紀前半の土師器小皿・瓦器椀、などが

出土した。この内 1点(10)を図化した。 10は土師器小皿である。

SP  1202 

s P 1201の西部で検出した。平面の形状は南北に長い楕円形で、長径0.45m、短径0.35mを測

る。断面の形状は皿形で、深さO.lmを測る。埋土は灰色(10Y6/1)細粒砂混粘土で、 13世紀前半の

土師器小皿・瓦器椀などが出土した。この内 1点(11)を図化した。 11は瓦器椀である。

S P 1203 

S P 1202の西部で検出した。平面の形状は南北に長い楕円形で、長径0.45m、短径0.3mを測る。

断面の形状は逆台形で、東側が部分的に深く、深さ0.15mを測る。埋土は灰色(10Y6/1)細粒砂混

粘土、灰色(5Y5/1)粘土質シルトで、 13世紀前半の土師器小皿・瓦器椀などが出土した。

遺構に伴わない出土遺物

3層からは士師器、瓦器、白磁などの細片が、 4層からは土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器な

どの細片が出土した。この内 3層から出土した 6点(12'""'-'17)、4層から出土した13点(18,-.-..,30)を

図化した。 12は土師器小皿である。 13'""'-'16は瓦器椀である。 14は内外面にヘラミガキを施す。 15

は見込みに斜格子状暗文を施す。 12世紀代に比定できる。 17は12世紀代に比定できる白磁碗であ

る。 18・19は土師器中皿である。 20は土師器小皿である。 21,-.-..,27は瓦器椀である。 20・21は内外

面にヘラミガキを施す。 12世紀代に比定できる。 25,-.-..,27は見込みに平行線状の暗文を施し、 13世

紀代に比定できる。 28は瓦器小皿である。 29は瓦質甕である。 30は須恵器杯蓋で、 6'""'"'7世紀代

に比定できる。
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第 1区北壁

9. Om 

〇：盛土・客土
1 : 暗オリーブ灰色(5GY3/1)粘土質シルト 旧作土層
2: にぶい黄褐色(10YR5/3)-にぷい黄色(2.5Y6/3)粘土質シルト 作土層
3: にぶい黄褐色(10YR5/4)粘土質シルト 中世の遺物包含層
4: にぷい黄橙色(10YR6/3)粘土質シルト 中世の遺物包含層
5: にぷい黄橙色(10YR6/4)-灰黄褐色(10YR4/2)粘土質シルト 河川堆積層
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第 2区4層上面平面図
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SD2101 I: 褐色(10YR3/4)細粒砂混粘土
S D2101 JI : 黒褐色(10YR3/1)細粒砂混粘土

S K2201 I : 灰色(7.5YR4/2)細粒砂混粘土
S K2201 Il : 褐色(7.5YR4/6)細粒砂混粘土（炭化物含む）

S K2201 
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第 3 図第 1·2 区平• 断面図
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第4図 出土遺物実測図
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87-90: 2区SK2201 
91 : 2区3層
92-96 : 2区4層 ゜

(1: 4) 10cm 

第 7図 出土遺物実測図

第 2区

4層上面で鎌倉時代後期(13世紀後半）の溝 1条 (SD2101)、5層上面で鎌倉時代前期(13世紀前

半）の土坑 l基(SK2201)を検出した。

S D2101 

第 2区の西部で検出した。南北方向に直線に伸びる溝で、西の肩は調査区外に至る。幅5.2m以

上、深さ0.4mを測る。埋土は上から褐色(10YR3/4)細粒砂混粘土、黒褐色(10YR3/l)細粒砂混粘土

で、土師器小皿、瓦器椀、瓦質士器羽釜などが多数出土した。この内53点(31"'-'83)を図化した。

31,,...__,57は土師器小皿である。31"'-'46の色調は褐色、 47,,...__,57の色調は白色である。58・59は士師器

中皿である。60"'-'68は瓦器椀である。見込みに暗文を施し、退化している高台が貼り付く 。69"'-'

76は瓦器小皿である。77は土師器羽釜である。73,,...__,30は瓦質土器羽釜である。81は砥石である。

82・83は用途不明の石である。これらの遺物は13世紀後半に比定される。

S K2201 

第 2区で検出した。南側は調査区外に至るため平面形状および規模は不明である。検出した部

分では、東西1.6m、南北1.2m、深さ0.25mを測る。埋土は上から灰褐色(7.5YR4/2)細粒砂混粘

土、褐色(7.5YR4/6) 細粒砂混粘土（炭化物を多く含む）で 、 13世紀前半の土師器中皿• 小皿• 羽釜、

瓦器椀 • 小皿、瓦質土器羽釜などが出士した。この内 7点(84"'-'90)を図化した。84は上師器羽釜

である。85は土師器小皿である。86は土師器中皿である。87は瓦器椀である。88は瓦器小皿であ

る。89は瓦質羽釜である。90は須恵器鉢である。

遺構に伴わない出土遺物

3層からは土師器、瓦器、白磁などの細片が、 4層からは土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器な

どの細片が出土した。この内 3層から出土した 1点(91)、4層から出土した5点(92----...,96)を図化

- 20 -



II 北木の本2丁目遺跡第1次調査 (NSK2013 -1) 

した。 91は12世紀末の瓦器椀である。 92・93は12世紀末"'-'13世紀前半の瓦器椀である。 94・95は

12世紀代に比定できる白磁碗である。 95は12世紀に比定できる青磁碗である。 96は古墳時代中～

後期に比定できる円筒埴輪の底部である。

出土遺物の詳細は表 1にまとめ記載した。

表 1 出土遺物観察表

遺図版物番番号号 地区 遣構・ 層 種類 器種 部位 形態・調整 色調 胎土 焼成 備考

第 1区 SD1101 土師器 小皿 ロ縁～底部
デはロ縁平部あらでは屈あ曲る。し外口上縁方部へお直よ線び体的部に延のび内外る。面底は部ナ 内外ぶ面ー75YR7 /3 粒1mをm程含度むの砂

良好
1 にい橙色

でる。

第 1区 SD!!O! 土師器 羽釜 鍔部 鍔外部面はは水ナ平デでに外あへる。延びる。 鍔部および体部の内 黄鍔内橙部血色上ー7.5YRS/3 浅 2mをm含程度の砂霜2 粒む

7. 5YR7 面/6面2橙一一明色褐灰色

鍔5Y部R/7下I 
3 第 1区 SD1101 瓦器 椀 ロ縁部 体る部は外縁ガ上部キ方へ内湾面し延びる 口縁体部部は丸内く終 内外面ーN4/0灰色 粒1mをm程含度むの砂 良好

。フ一 口 の内外面 はヨコナ与、 の 面は
ヘミ 、外はナデである。

4 第 1区 S K!201 瓦器 椀 ロ縁部 体部は外縁上方へ外外内湾面面し延びる。デガ口縁部体部は丸内く終面 緑内外黒面色ー10GY2/l 粒1mをm程含度むの砂 良好
る。口部ガの内 はヘラミキ の
はヘラミ キ、 はユビナで、ある。

5 第 1区 S K1201 瓦器 小皿 ロ縁部 のロ縁内部外は屈曲ヨコし外ナ上デ方、体へ部内の湾内し面延はびヘるラ。 ミ口ガ縁キ部、『内面ー75¥8/1灰 粒1mをm含程度むの砂 良好
外面は面ナデはである。 面ー5Y8/1灰白

I 6 第 1区 S 1<1202 土師器 小皿 ロ縁部 ロ縁部は屈曲し縁外上方へ外内湾面し延びる。デ底部体部は 内外面ー7.5Y3/2 粒1mをm含程度むの砂 良好
平内らである。ナデ口 部あの内 はヨコナ 、 オリープ黒色
の外面は でる。

区 S K1202 瓦器 椀 ロ縁部
体丸内部面く終は外る上方口へ部内湾の外内し延外び面はる。ヨコ口縁ナデ部デは外体反部のし

内外而 N4/0灰色 粒1mをm程含度むの砂 良好

はヘ。ラミ M該ガキ、 面はユビナ で、ある。

8 第 1区 S Kl202 瓦 軒平瓦 瓦縦当方面に唐ナ草デ文を施す。 凹面は布目圧痕、凸面 凹色面ー7.5Y4/l灰 粒1皿をl程含度むの砂 良好

類原迫平安期跡例市且味立、一「＼松軒平邸以

3 は 向 である。
凸面ー!OY6/!灰色

， 第 1区 S KI203 土師器 小Jill ロ縁部
るロ縁部端部は緩はや縁上かへに屈丸よ曲くつし外部ま上み方出内へ直線底的部ナデには延平でび 内浅外黄橙面色ー75YR8/3 1 mm程、己ヘ度の砂

良好

でおも口方部おび体のす外。面は あら
粒をむ

る。
10 第 1区 S PI201 土師器 小皿 ロ縁部

あロ縁る。部口は縁外部上お方よへび内1本湾部しの延内び外る面。は底ナ部デはで平あらるで。内外皿一10YR7/4 粒1mをm程含度むの砂 良好にぶい黄橙色

11 第 1区 S P 1202 瓦器 椀 ロ縁部
反体部部しは外く上終方るへ内口縁湾ガ部キし延の、外び内面外るは。面ユは口ピ縁ヨナ部コデナはでやデあや、る外体。

内面面ー10Y4/l灰色色粒1mをm程含度むの砂 良好

の丸内面はヘ。ラミ
外ーN4/0灰

12 第 1区 3層 土師器 小皿 ロ縁～底部
あロ縁る。部口は縁外部上お方よへび内1本湾部しの延内び外る面。は底ナ部デはで平あらるで。闘黄内橙面色ー7.5YR8/4浅 粒1mをm程含度むの砂 良好

-!OYRS/3浅
色

13 第 1区 3層 瓦器 椀 高台部 底部内には「ハ」の字ガに開く高面台はが貼デり付高台く。部底部内 内面面ー5Y65/l灰灰色色 粒1mをm程含度むの砂 良好
の面はヘラミキ、外 ナ、 の タト ー5Y6/!
外面はナデである。

14 第 1区 3/~i 瓦器 椀 ロ縁部
体部は外ナく上方へ。k部内口の湾縁内部し外延の面び内は外るヘ。面ラは口ミ縁ヘガ部ラキはミでやガあやキる外の。

色内外面ー)13/0暗灰 粒1mをm程含度むの砂 良好

反ちヨし丸コ 終デ、る体。 。

13 第 1区 3屈i 瓦器 椀 高台部 底部内には「ハラ」の字ガに開外く高台が貼デり付高台く。部底部内 外内面ー5¥65/1灰灰色色 粒1Il¥をIll程含度むの砂 良好
の面はヘミキ、 面はナ、 の 面ー5Y6/l
外面はナデである。

15 第 1区 3層 高台部
底の部内にはヘ「ハ高ラ」のミ字ガにキ開く格高面子台が貼暗デ文り付あを施く。す。底部外 外内血 5Y6/1灰色色 粒1mをm程含度むの砂

良好 闊晨
而は面ナデは、 台部ので内外、 は状ナ で る。

面ー5Y4/1灰

16 第 1区 3尼i 瓦器 椀 高台部 底部内には「ハ」の字ガに開く高面台が貼デり付高台く。部底部内 内外面ーi¥4/0灰色 粒Imをm程含度むの砂 良好
の面はヘラミキ、外はナ、 の
外面はナデである。

17 第 1区 3/箇 白磁 碗 ロ縁部 拡1本部張は外上方全体に的直線的釉に延びる。 口縁部は外へ 灰内外白色面ー7.5Y8/2 緻密 良好
3 する。 にがかかる。

18 第 1区 4層 土師器 中皿 ロ縁部 ロ縁部部デはは緩あらやかに曲り外縁上方へ内湾体し延び内る。面 内面ー!OYR7/4に 粒1mをm程含度むの砂 良好
臼黒ロ縁斑血端ー部底は 平である。口部および部の外 ぶい黄橙色

ナでる。 外黄橙面ー色!OYR8/3浅

19 第 1区 4/け 土師器 中皿 ロ縁部 ロ縁部内は屈曲し外デ上方あへ直線的に延びる。 口縁 内浅外黄橙面色ー10YR8/4 粒1mをm程含度むの砂 良好
部の外面はナでる。

20 ,, 土師器 小皿 ロ縁部
プ竺ロ諒平で部あらはでる。屈あ曲るし外上部方へ直線的体に延び外るc面底部ナ 内外ぶ面 10YR6/3 粒1mをm程含度むの砂

良好
ロ緑および部の内 は にい黄檻色

21 第 1区 4/~i 瓦器 椀 ロ縁部
体反ち部し丸は外く上方へ，ド部内口の湾緑内部し外延の面び内は外るヘ。面ラは口ミ縁ヘガ部ラキはミでやガあやキヽ 外の

内外au-N4/0灰色 粒1mをm含程度むの砂 良好

ョコナ終デ、る体。 る。

22 第 1区 4/蜀 瓦器 椀 ロ縁部 体外部は外上方終デへ直線的縁部に内延び内る 口縁部はやガやキ 色内外1田一10Y5/l灰 粒1mをm程含度むの砂 良好 ー口稔黒端い部
反ちし丸く る。体口 の外は0 面はヘラミ
の ヨコナ、 部の外而ヘラミガキであ
る。
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遺図版物番番号号 i宜l肯・k4 種煩 器種
地区

m:i,1: 11r打也・調陀 I色調 Pli, L liJU戊 lvm 苔~

23 第 1区 4,:1; 瓦器 椀 ,r1;t,m: 

24 I第 1区 4 k4 瓦器 椀 ',", 'ふ''"，'r' 

2s I第 1区 4崩 瓦器 椀 "'，•，'・ c'.,'汀"＇' 

26 I第 1区 4k1i 瓦僻 椀 ,f1;1,m; 

27 I第 1区 4M 瓦器 椀
,,',,,·,~ J~ ~ ,~ ~ ~ ,,~ ,,C,1~ ~ ' , ~ ~ 

4Wi 瓦描 1jヽllll 11; 文m:

zg I第 1区 4/i'i 瓦質士器甕 1:1奇点乳1:

so I第丁区 4H<i 須忠器 杯益 口rc,r:i:

31 I第2区 S 1)2101 土師器 小!Ill 褐色系

32 I第2区 S 1)210! 土師器 I lヽlll 1ま1王9臼Jf; 褐色系

33 第2区 S 1)2101 」:liili牝怜 ,1ヽJill 完形 褐色系
3 

31 第2区 S [)2101 :lこn,niri 小llll 完形
3 

35 第2区 S 1)2101 士師器 小llll 完形 j!、J!lil-JOYR7/11こ 褐色系
ぶい黄椅色
タふt Wi -l O Y I し7 / 2 に
い黄i登色

36 I第2区 S D210l 」:r.ilillc} 小Jill 1まぼ完形 し外l:..部)fへ1よ1'(線び的休に延び外る。面底ナ部
黄往’内‘位面[/if色ーl 0 YR 8 / 4 浅

褐色系
ロ縁お 部の内 は

-lOYH7 /2 Iこ
い故椛色

37 
第 2~~ ~ 区~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

S D2101 土師器 小皿 完形 ロ縁部は屈曲し外_I:方へ[J'i:線的に延びな端部 内i/ii-IOYHS/2灰 l mm程度の砂 良女I 褐色系
3 

38 第2区 S 1)2101 こl:ilili甘怜 小llll 完形 内面ー10Yll7/4に JJ,11111程疫の町良好 I褐色系
3 ぶい黄橙色

外黄f(色1f -2 5 Y 7/ 2 灰

閉 I第2区 ISD2101 戸~i器『‘」Ill I完形 ロ縁剖よ；部は緩部らやかに1111り外上方へ内湾あし延び絃る。部讐内面j-25Y7/2灰
底 は平休 であ外るが、ややデ凹凸あが る。ロ
おび の内面はナでる令 面ー10YR7/3に

ぶい黄橙色
40 I第2区 ISD2l01 1:1こr,iji甘怜 ,,」ヽJill ,,,, タ 1111し、J部L上系方内冬へ直線k笈的}ナ;I¥ 短Iくド延びる。 端 内面ーIOYR7/4にllnnn程度の砂I良好 I褐色系

みにく 外る。面 デはらである。 ぶい黄橙色
よび体の は である。 外娯面色ー2.5Y7 /3浅

41 I第2区 ISD2101 1:1: 間i器； J;Jー、JIil l半分
屈がき曲し 上方終へ。縁直底線部部的おは短よ平びくら延体でび部あのるる。内が端外、黄f内火t橙面面色ー色!OYRS/4浅 11111111程度の砂I良好 I褐色系

凹面凸部ナ分デ 若みあ干にヽ丸あるく。 るロ -2. 5Y7/2灰
はでる。

42 I第2区 IsD2101 I土師器 I小TI1l I口縁～底部 口縁部底部は緩や平かに曲あり外上方縁へ直線よ的1に本延部び 内面ーJOYR7/1に l 111111程含度の砂良好 I褐色系
外る。面 デはあらでる。口部おび の内 ぶい黄橙色 粒をむ
はナでる。 外山［！［一2.5 5 Y7 /2 

灰色
43 I第2区 IS02101 IこI:科Ii甘倖 1,1ー、Mil 院形 ロ縁部ナ部デはは緩あらやかに曲り外縁上部方へ内湾体し延び内る。面 内面ー7.5YR7/,lに 1111111程含度むの砂良好 I褐色系

底 平である。口 および部の外 ぶい橙色 粒を
はでる。 タふt面一lOYR7;,1に

い黄橙色
11 I第2区 ISD2101 I土師器 砂JIil I完形 ロ縁底部は部はナ緩や平かに曲り外上縁方へ直線よ的び1に本延部び

外る。面 デはであらでる。ある。口 部お の内

内外ぶ面ー7.5YR7 /4 
にい橙色

1 Jlllll含程度の砂良好 I褐色系
粒をむ

45 I第2区 /SD2!01 ／土師器 I小皿 Iほぽ完形
プ竺ロ縁平部あらはで屈あ曲る。し外口縁上部方おへ直よ線び1的本部に延の内び外る。面底は部ナ ぶ内面ー10YR7/3に 1 mm含程度むの砂良好 I褐色系い黄橙色 粒を
でる。 外黄色面ー25Y7 /3浅

46 I第2区 SD2101 土師器 小皿 完形 ロ縁平部は屈あ曲し外縁上方部へ直よ線び的｛本部に延び外る 底部 内外ぶ面ー7.5YR7/4粒111を1111程含度むの砂良好 I褐色系
デはであらでる。 る。口 お の内 面゚はナ にい橙色

47 I第2区 JSD2101 I土師器 I小皿 ロ縁～底部 はデ口縁平部らはで屈あ曲る。し外口縁上部方おへ直よ線び的1本部に延のび内外る。面底は部ナ 内浅外黄橙面色―lOYRS/3 粒1Ilをllll程含度むの砂良好 I白色系

である。

48 I第2区 ISD2101 I土師器 I小llil I完形 ロ縁部部部はは緩やかに曲ぶり外上方部ナへ内湾若あ し延あびる。 灰内外白面色ー2.5Y8/2 粒1mをm含程度むの砂良好 I白色系
底縁 平よらで体部ある力外、凹凸 合プが 干 る。ロ
おび の内面は でる。

49 I第2区 ISD2101 I土師器 I小皿 院形
デはロ縁平で部あらはでる。屈あ曲る。し外口縁上方部へお直よ線び的体部に延のび内外る。面底は部ナ 灰内外白面色ー2.5Y8/2 粒1mをm程含度むの砂頂好 I白色系

1第2区 ISD2101 I土師器 小皿 完形 平よロ縁びら部は屈曲し外上部方ナへ外が反若あし延あびる。 底縁部部は内外白面色―10YR8/2 1 mm程含度むの砂良好 I白色系
3 体で部あるが外、面凹凸分デ 干る。口 お灰 粒を

の内はでる。
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迎図版物番番号号
,m, 界・/¥ti 種類 器種 部位 "多1阻・訊l,l晋を 色調 胎土 焼成 備考

地区

51 第 2区 S D2101 土師器 小皿 ほぽ完形
デは口縁平で部あらはでる。//Jあi曲る。し外口縁上方部へお直よ線び1的本部に延のび内外る。面底は部ナ 灰内外白而色ー!OYRS/1 1 mをm含程度の砂

良好 白色系
粒む

52 第 2区 S D2101 土師器 小皿 完形 口絃ら部は屈曲し外上部方へ外反若ぁ し延あびる。 底縁部部は 灰内外白面色ー2.5Y8/1 粒1旧をIll程含度むの砂 良好 白色系
3 平よ で（1叶あtliるが外、、凹凸合プ` が干る。口 お

び の内面はナでる。

53 第 2区 S D2101 ニl:r:ili苔倖 小皿 完形 ロ緑や部は内屈湾曲し外上方へ底直線部的に延ぁらびある 端部 灰内外白面色ー2.5Y8/l 粒1mをm含程度むの砂 良好 白色系

はや部 体し部丸く終内外る。面 デは平 で る゚。ロ
縁および の はナでる。

54 第 2区 S D2l0l HiμJ倖 小Jill 完形 口絃部はあ屈曲し外縁上部方へ外反体し延び外る 底部ナデは 灰内外白面色ー25Y8/l 粒1mをm含程度むの砂 良好 白色系
3 平らでるC口 および部の内 C面は

である。

55 1第2区 S D2101 土師器 小]Jl ロ縁部
底はロ縁部ナ部デは平はで緩あらやでる 4こ1111り外縁上方へ内湾体し延び外るc面 灰怯Jタ白ト面色 2. 5Y8/2 粒Imをm含程度むの砂

良好 白色系
lご1 部および部の内

56 第2区 S D2101 J:r.ili~ 怜 小Jill ロ縁～底部 ロ縁部平は屈曲あし、外上方部へ直よ線的｛本部に延び外る 底『内而ー2.5Y8/l灰 粒1mをm含程度むの砂 良好 白色系
部ナデはであらでる。 る。口縁 お び の内 面゚は

橙fin色-1 OYRS/3 t支

57 第 2区 S 1)2101 」こr.,na怜 ,JヽJIil 完形
部ナロ縁はデ部平ではあら屈でるc曲あるし。、 外緑ヒ方部へ直よ線的体に延び外る 底『内面 lOYRS/2灰 I mm含程度の砂 良好 白色系3 ロ おび部の内 而゚は 拉をむ

面色ー2,5Y8/l灰

58 D2101 Jー：ilili苔怜 叶<Jill 半分
底縁ロ縁部部お部は平はよ緩びらやで体か部あ（i； .JIil り外n9面巫n"上.は→n立方ナい"vへデ八内ぶヽで,が1湾あ・"'るし'→．延。,七,,びてる

ふ1(1面 10YR7/4に 1 mm程含度の砂 良好
い黄橙色 粒をむ
外面ー7.5YR7 /,!: こ
ぶいi登色

59 第 2区 S [)2101 上師器 9ド!Ill ロ縁～底部
部ロロ縁縁お部部よびはは緩凹（本や部凸かがの内にあ外1る!11。面り外底は上部ナ方デはへ平で内あら湾でる。あし延る。びる口。縁

μ、]タト面 10YR7 /3 1 -3mをm含程度 良好
にぶい拭橙色 の砂粒 む

60 第 2区 S D2l0l 瓦器 椀 ほぽ完形
体部は外上方へ底内湾部し延はび匹プる。iデあ碕1二l縁が部ll/4,1,iはや付や外 負怯J面j-I 0 Y 8 / I l'!i 白 1 -2mm含程度 良好
反し部丸く終内ガ外る に い台 り 内＜ の砂拉をむ
ロ縁の 0 面はヨコナでる 部の 0面 面ー:i5/0灰色
はヘラミ キ、を施外す面はユビナ で゚ある。内面に
螺旋状のllff文 。

GI 第 2区 S D2101 瓦器 椀 k臼まりよこ）杉
反付｛本部は外上方へ底内内ガ外湾部し延外びる。 口縁部邸デあはやがや貼休外

色内外面―!OY5/l灰 1 -2111111程含度む 良好
:J し丸く終縁る。 の 面には低デい 台 り の砂粒を

内く I二1 部の 面はヨコナでる 部
の . 面はヘラミ キ、を外施す面はユビナ で.ある。
内面に螺旋状の賠文 む

62 第 2区 S D210I 瓦器 椀 i:11求-;f1it吋船 体部は外部外上方外へ内湾はし延び裔あ台る。 口縁部付は丸く終縁 外内面面 lOY5/l 灰灰色色 1 ~ 2 mmノ程凸ヘ度ふ虹 良女f
if[る;。底rJ, の面に低7二'い が1{1,14,; り 1<1, • ffli r: ―I l0¥'4/l の砂粒を
の 面はヨコナでる 部の はヘ
線ラミガキ文、外施面はユビナデで あ゚るも内面に平行
状のllff をす，

6'.l 第 2区 S Ll2101 瓦器 椀 口奇点～佑jf;:邪
体部は外上方へ/）内fガ!笈、)タ湾部トし延外びる 0 101絃部デ翡あはやがや貼体外 タ内ト面ーMIO!灰Hi色t¥! 

1 -2mm程含度 良好
反付し丸く絃終部な の面には低デい台 り灰面色i-5B3/ / の砂粒をむ
内く口 の 面はヨコナでる 部
の -面はヘ線ラミ キ文、外施iiiiすはユビナ で-ある。
内面に平行状の暗を c, 

5,1 第 2区 S 1)2101 瓦器 椀 半分
反体｛寸部は外上方へ底内湾部タトし延外びる。 口縁部デ沿あiはやがや貼｛本外 内青外黒面色―!OBG2/l 1 -2111111粒含度む

良好
し丸く終縁部る。 の 面には低デい 台 り の砂粒を
内く 口 の内ガ 面はヨコナでる 部
の '面はヘ線ラミ キ文、外施面はユビナ で-ある。
内面に平行状の暗をす。

65 第 2区 S 1)2101 瓦器 椀 1:11成～沿i令i剖i
休部は外上方へU内内ガ笈湾外i邪し延タトびる。 口縁部デ，あ:iiはやや貼体外ti 払Jf/ij-lOY7/l /3(白 I ~ 2111111程含度む 良好
反付し丸く終縁部な の 面には低デい 台が り の砂粒を
内く口 の 面はヨコナでる 部 面色ー75Y7 /1灰
の '面はヘ線ラミ キ、文外施面はユビナ で0ある。
内面に平行状の暗をす。

61l 第 2区 S D2101 瓦器 椀 ロ縁-il':i台部
体部は外上方へh内rJ笈,湾外部、し延外びる。 口縁部デ邸あはやがや貼体外

外内而ー;,;5/0灰色 拉1111を111程含度むの砂 良好 闘反付し丸く縁終部るごノ。 の 面には低デい 台 部り 面ー10Y6/l灰色
CI二1 の 面はヨコナでる

の内＜面はヘ ミガキ、外面はユビナ でおる。

67 第 2区 S 1)2101 瓦器 椀 ロ縁部 佐反部は外上方へ内湾縁し延び内ガる。面口縁部はやデや外デあ『内而ー25Y7/2灰 I mm程含度の砂 良好 J内i.W外E面一
し丸休部く終内る 口 部ラの 外 はヨコナ で 粒をむ
るらぁ の'而はヘ ミ キ、外面はユビナ 面色ー25Y7 /l灰
でる。

68 第 2区 S 1)2101 瓦器 椀 ロ縁部 体部は外上方へ内湾縁し延び内る。面口縁部はやデや外デあ 外内色面ーMIO/灰I色 1 mm程^ビj度の砂 良好

反し丸｛本許くIi終1るJ、l 口 部の 外"-" はヨコナ で 面―10Y7 灰白 粒をむ
るるぁ の 面゚はヘラミガ 、外面はユビナ
でる。

69 第 2区 S D2101 瓦器 小Jill 完形 ロ縁誓部内は屈曲し外上方デへ直体線部的に内延びる。ラ口縁ガ内外面ーK5/0灰色 l mm程含度の砂 良好
3 部の外面はヨコナデ の面はヘミ 粒をむ

文キ、を す面。はユビナ である。内面に螺旋状の暗

70 第 2区 S ])2101 瓦器 小]ll 完形 ロ縁部内は屈曲し外上方デへ『体(線部的に延面びる 口絃ガ 内色タト面ー,3/0賠灰 1 mm程含度の砂 良好
:i 部キの外面はヨコナ、あ の内はへ。ラミ 粒をむ

文、を施外す面。はユビナデで る。内面に螺旋状の暗

71 第 2区 S 1)2101 瓦器 小Ill[ 完形 口絃部は緩音ガ1; やかに曲り外上方へ直線{本的剖Iに延休］び 内面ー2.5GY4/I暗 粒1mをm含程度むの砂 良好
る念口縁 の内外ぁ而はヨコナデ、 の 外而 オリープ灰色
はヘラミ キでる。 外黒色而一lOGY2/l緑

72 第 2区 S D210! 瓦器 小JJJl 完形 ロ縁部は緩部ガやかに曲り外上方ナへ直線体的部に延内び外 内外面ー,,110灰色 1 mm程含度の砂 不良
る。口緑の内外ぁ面はヨコデ、 の 面 粒をむ
はヘラミ キでる。

73 第 2区 S 1)2101 瓦器 小Jill 完形 ロ縁部は緩部ガやかに曲り外上方へ肛線（本的部に延内び 外内面―lOY6/l灰色色粒1mをm程含度むの砂 良好
る。口縁 の内外ぁ面はヨコナデ、 の 外面 面ーN1/0灰
はヘラミ キでる。

74 第 2区 S IJ2101 瓦器 小JIil 完形 11縁部緑は緩部ガやか内に曲り外上方へ直線体的部に延内び 外内面 10Y5/l灰色色1粒1mをm程含度む 良好
る。口 の外ぁ面はヨコナデ、 の外面 面ーi¥5/1灰
はヘラミ キでる。

75 第 2区 S 02101 瓦器 小皿 完形 ロ縁部内は屈曲し外上方デへ直体線部的に延外びる。 口ピ認ナ 内外面ーN5/0灰色 1粒1mをm含程度むの砂 良好
應プ！の 外面はヨコナ 、 の内 面はユ
である。

76 第 2区 S D2101 hL面 小Jill ロ縁～底部 口絃部内は屈而曲し外上方デへ直体線部的に内延外びる。 口ヒ］ナ玄色内外面ー10Y4/l灰 1 mm程^己度の砂 良好
部フ—ー々の外はヨコナ、 の 面はユ 粒をむ
である。
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遺図版物番番号号 遺構・府 種類 I器種 I部位 wr阻・調整 I色調 lll,:l: I/Jtr, 反I俯iべぢ
地区

77 第 2区 S 02101 瓦質土器 羽釜

78 第 2区 S D2101 瓦質土器 羽釜 ロ縁～鍔部

79 I第 2区 S D2l0l 瓦質土器

80 I第 2区 S D2101 瓦質土器

81 I第2区 S D2101 石
I 

s2 I第 2区 S D2l0l 石 1/11明途不

83 I第2区 ISD2101 I石

84 I第2区 s lく226-1 土師器 羽釜 鍔部

85 I第 2区 S 1<2201 土師器 小llll

86 I第2区 S K220! 土師器 中!Ill

87 I第 2区 S !<2201 瓦器 椀 ロ縁部
反体部は外く上終l人l方。へf(a底丙l;!:湾部にし延はびいる 台口縁が部貼(本はりや付や1く村外
ロ縁し丸部の 外キる 外はをヨコナ低デで゚ 高デある 部の 。面

はヘ線ラ状ミガ 、文 施面はユピナ で゚ある。内而に
平行 のllff すf

88 I第 2区 1SK2201 .. I瓦器 小JIQ ほぽ完形 部ロ縁部内は屈面曲し外上方デへ直体線部的内に延面びる 外内面ーN3/／0II灰附灰色色
の外面はヨコデナ、あ の はへ。ラ 面ーN40 
キ、外はユピナでる。

89 I第 2区 1SK2201 I瓦質士器羽釜
ロ縁～鍔部 体の部上内位外鍔は内に外湾上し、方に口縁延デデ端び部鍔部は面が貼を内形り成付面すくる0 縁(本部郎の 内外黙而ーN4/07灰/1色青 1 (1を(1(1含程度むの砂良好

の 面部はヨコナ 、体ある の 外 は。ナデロで
面色ーSill. 粒

る。 はヨコナでる。
go I第2区 ISK2201 l須恵器 鉢 ロ縁部 形1本成部は外上方線へ直線く的ぼに延を持びる。 口縁部は面を内外色面ー7.5Y6/1 1 

し、凹状のみつ。 灰岱 粒を含む
面色口縁部ーN5/0

91 I第 2区 3/r/i東側溝 瓦器 椀 ロ縁～裔台部
反体部は外＜上方へ底内湾部し延び低デる。高プすあ。台でる口縁が貼部体はや付や外青内外黒面色ー!OBG2/1 1 mm程含度の砂良好
縁し丸部終内ガ外る。面 にはい り内く。面 粒をむ
口の ヨコナで 部の
螺はヘ状ラミ キ線、外状は面はユビナ 。ある。内面に
旋と平行 の暗文を施

92 I蚕2区 I4/!ii I瓦器 椀 ロ縁部 反体部は外＜上方へ底内湾部にし延は低デびいる。デ高あ台口縁が部貼体るはや付や外内外面ーN4元灰色粒1111を111含程度むの砂良好

ロ縁し線丸部ラの終内ガ外る。面はヨコナ で る。あ 部りの内く。面

平はヘ行 状ミの暗キ、文外を施面すは。ユビナ で 。内面に

93 I第 2区 14層 I瓦器 I椀 佃台部
戸高フミにガはキ低い結祁面輸台が貼の暗り付文あをく。施底す部。外の面内は面ナはデヘ、内外面ーN4/0灰色I粒1mをm程含度むの砂I良好
台部ので内連外 は状ナデで る。

gi戸 14層 I白磁 碗 ロ縁部 ロ縁部は外反する。内外面に釉を塗布している。 灰内外白面色ー2.5G蹄Ill緻密 I良好

gs I第 2区 14層 I青磁 碗 体部 内内湾外す面る1釉本部をで布ある。内外面は櫛描文様を施す。釉プー5Y6/3オリー I緻密 頂好
に 塗している。 虐黄色

胎白 ー2.5Y7 /1灰

936 I第 2区 14層 I埴輪 輸円筒埴 底部
底外端部面部はは縦指直方立す向さハる。ケに内よ目面のるは形ち横成ナ方デを向行でハあケる目。 の底ち部ナ内デ面、 褐外内黄褐面色面ー5YR5/6明赤 の1-砂粒4mをm程含度む 良好

はおえ う。 一!OYR7/6明
色

3. まとめ

今回の調査では、平安時代(11世紀後半）以前に堆積した 5層の河川堆積層の上面で、平安時代

後期(11世紀後半）の遺構や鎌倉時代前半(13世紀前半）の遺構を確認し、その上層の4層上面では

鎌倉時代後期(13世紀後半）の遺構を確認した。また、 4層の包含層からは、 11---..,13世紀代の瓦器

椀、土師器小皿などが出土した。これらの遺構・遺物は、遺跡範囲外(2012-240)の調査でも確認

しており、本地は当該期の居住域であったことが明らかになった。

SK  1202---..,1204は、平安時代後期(11世紀後半）の遺構で、各遺構の形状や規模は類似し、東西

方向に2.3,.__,2. 5mの間隔で配置されていることから、柱穴の可能性も考えられ、何らかの構築物
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が存在していた可能性が考えられる。

S D 2101からは、鎌倉時代後期(13世紀後半）の瓦器、瓦質士器、土師器などの日常雑器が出土

した。これらの土器は、溝としての機能が停止する頃に廃棄しており、この時期に居住域は廃絶

したと考えられる。

以後、室町時代(14世紀）～現代に至るまでは作土層を確認し、付近一帯には、生産域が広がっ

ていたことが判明した。
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III 成法寺遺跡第27次調査(SH2013-27) 

1 . はじめに

成法寺遺跡は八尾市のほぼ中央部に位置し、現在の行政区画では光南町ー ・ニ丁目、清水町ー ・

二丁目、南本町一～四丁目、高美町一 ・ニ丁目、松山町一丁目、明美町一丁目、陽光園一丁目が

その範囲とされ、東西約l.1km・ 南北約0.6kmに広がっている。地理的には旧大和川の主流である

長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に立地している。周辺では北側で東郷遺跡 ・八尾寺内町、東

側で小阪合遺跡、南側で矢作遺跡 ・龍華寺跡に隣接し、西側には長瀬川が北流している。

当遺跡は昭和56(1981)年 5月、八尾市教育委員会が光南町一丁目29番で実施した試掘調査によ

り確認された遺跡で、以降八尾市教育委員会 ・大阪府教育委員会 ・当調査研究会により多次にわ

たる発掘調査が行われている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生時代中期からの遺跡である

ことが知られている。

今回の調査地は遺跡範囲のほぼ中央部に当り、周辺では西部で第 7・8次調査(SH91-7、S

H91-8)他、南東部で第13・15次調査(SH94-13、SH95-15)、北東部で第20次調査(SH2007 

- 20 ) 等を実施している 。 主な成果として第 7 · 8 次調査では奈良時代の掘立柱建物 • 井戸 ・溝等

からなる居住域が確認され、第 7次調査ではその下層で古墳時代前期の溝群を検出している。一

方、遺跡内を南東ー北西方向に縦断する自然堤防上に位置する第13・15・20次調査では、鎌倉時

代～近世の集落遺構が密に検出されている。

第 1回調査地位置図
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2 調査概要

1)詞査の方法と経過

今回の調査は、平成25(2013)年 6月24日に実施した遺構確認調査 〈成法寺遺跡(2013-87)〉の

結果を受けて行った分譲住宅建設に伴う調査で、当調査研究会が成法寺遺跡内で行った第27次調

査(SH2013-27)である。

調査対象は下水管路部分で、平面形は東西12.0 

mX南北1.5m、面積約18面の長方形を呈する。

掘削は、現地表（約T.P. +9. 5m)下0.6~0. 7mを

機械掘削し、以下の約0.3mを人力掘削により調査

を行った。また西端で検出した遺構についての詳

細を確認するため、調査区を西に拡張した。

調査では、調査地西側道路上に位置する八尾市

街区多角点10C69〈T.P. +9. 361m〉を標高の基準と

した。

遺構名は遺構略号＋遺構番号とし、東から順に

付した。

3)検出遺構と出土遺物

4層上面（約T.P. +8. 5~8. 6m)で、井戸 3基(S

E 1 ~ 3 ) 、土坑 7 基 ( SK1 ~ 7 ) 、ヒ゜ ッ ト 1 個 ( S

p 1)、溝 1条(SD 1)を検出した。このうちSE

2·3 、 SK6·7 については 3 層上面~2 層下

面（約T.P. + 8. 7~8. 8m)の構築である。

SE1 

調査区南東角部に位置しており、井戸の北西部

を検出した。掘方は円形を呈すると思われるが全

容は不明である。検出部分の掘形規模は東西約0.7 

m ・南北約0.8mで、深さ約65cmを測る。井戸枠に

底部を欠いた土師器羽釜を使用するもので、検出

面から約30cmで検出した。羽釜は下から 2段目ま

でが遺存している他、 3段目が南部で一部残存し

謬

II

@ 

311 4区

詞査地

0 10m 
●：遺構確認調査地 I 111T『oo) I 

第 2図 調査区位置図

2)基本層序

O層は現表土である。下面からの撹乱（ア層）は焼けた瓦礫や焼土の廃棄坑で、調査区西部・ 東

部で見られた。 1層や、北壁で見られた 1層下面からのカ ・キ層は近世以降の整地層である。キ

層からは近世磁器が出土した。 2層は近世以降の

整地層である。 3層は中世頃の整地層である。4

層は水成層で、河川堆積層である。

T. P. +8. 5m 

0
ー

ー (1 :20) 

＝ 
ycm 

A1 2. 5Y4/2暗灰黄色
細粒砂～粗粒砂混粘土質シルト ブロック状
A2. 5Y6/2灰オリーブ色
シルト質粘土混細粒砂～粗粒砂 ブロック状

第 3図 SE  1平断面図
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ていた。掘形は断面逆台形を呈し、 J:llし卜且はプロック状の 2屈(Al・A2J付）を確認した。追物は131仕

紀中葉までの土師器・瓦描が出士しており、 1,..__, 5を図化した。 1は」：：：i':rli堺JIILである。 2"-'5は

土師器羽釜である。 3"-'5は井戸枠に使川されていたもの（最下段から 5"-'3)で、 4・5は底を

欠く以外は完存する。 2は枠に使川されていたものかどうかは不明である。これらは口径約29cm・

鍔径約41cmをi則り、口縁端秤IIの形状では、 4は小さく外反させ、他は方形に肥｝勾［する。 3,..__, 5は

へ<へ・・・・・・・・・

4
 

゜
(1 :4) 20cm 

第5図 SE1出土遺物
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底部外面が煤けており使用品である。

SE2  

調査区中央で井戸の北部を検出したも

ので、掘方は直径2.3m程度の円形を呈す

ると思われる。断面逆凸形に近く、深さ

約1.2mを測り、埋土はブロック状の4層

(B l ~B4層）を確認した。 井戸枠は認めら

れなかったが、井筒と考えられる瓦質製

品の破片が出土していることから、埋め

戻し前に撤去されたものと考えられる。

遺物は18世紀頃に比定される磁器、瓦が

出土しており、 6・7を図化した。

肥前系磁器碗で、見込み中央にコンニャ

ク印判による五弁花を施す。7は均整唐草文軒平瓦である。

w6 
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6は 第 6図 SE2出土遺物

SE  3 

SE  2 西側に近接して検出 した井戸で、北 • 南は調査区外に至るため詳細は不明である。掘方

は円形を呈すると思われ、東西径は約3.7mを測る。断面逆台形に近く、深さ約1.lmを測り、埋

土はブロック状の4層(Cl"'-'C4層）を確認した。井戸枠は認められなかったが、埋め戻し前に撤去

されたものと考えられる。遺物は13世紀中葉～後半に比定される土師器 ・須恵器 ・瓦器等が、主

に上層から出土しており、 8"'-'17を図化した。8"'-'10は土師器皿である。11は土師器鍋と考えら

れる。 12は瓦器羽釜で、三足釜と考えられる。内面調整はハケである。13・14は瓦器椀である。

13は粘土紐状の高台を有し、 14は無高台である。共に見込みに圏線状暗文を施す。口径 ・器高は
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第 7図 SE3出土遺物
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13が12.8cm・3. 2cm、14が12.5cm・3. 0cmである。 15はJ以器鉢である。「l

縁端部はやや内傾する面を成し、見込みに厨線状陪文を施す。「l径22.2 

cmを測る。 16・17は東播系須恵器鉢である。

SK  1 

調査区北東角 を検I廿し 、詳細は不明である。検出剖1分

の規模は東西35cm・ 南北22cm ・深さ約 12cm を測る。 J:~l[一卜ふは）店本屈 I『 3 J('叶

が落ち込む状況である。追物は出士していない。

SK2 

SD1底部で検出した。平面ほぼ円形をなし、規模は東西60cm・ 南北

55cm・深さ約20cmを測る。断mi逆台形を呈し、 tlJl士はブロック状の単屈

である。追物は13世紀中艇～後半に比定される瓦閤椀が出土しており、

18・19を図化した。共に粘土紐状の を有し、見込みに閲線状暗文を

施す。口径• 堺高は18が12.4cm・3. 4cm、19が12.2cm・3. 0cmである。

SK3 

゜~4) 
『cm

第8図 SK2出土遺物

調査区東部で検出した土坑で、南は調査区外に至る他、西剖iをSE2に、東部をSD1に削平

されている。検廿廿部分の規模は東西2.8m・ 南北1.Om・ 深さ約65cmを測る。断面逆台形を呈し、

埋土はブロック状の 2層(Dl・D2層）からなる。追物は18世紀頃に比定される土師器、陶磁器、瓦

が出土しており、 20,,--..,33を図化した。 20,,--..,27は肥前系磁器である。 20,,--..,24は碗で、 20は梅枝文、

21は風景文を描く。 22は楓文・菊文、 23は花文をコンニャク印判により施す。 24は刷毛目唐津で

ある。 25は小碗で、竹徊文を描く。高台内の銘は「宣徳年製」と思われるが明確ではない。 26は蓋

で、草花文を描く。 27は内側面に牡丹唐草文、見込みに環状龍文、裏文様に唐草文を描く。裏文

様の唐草文は輪郭を線描きし濃みを入れるものである。高台内には渦福を描く他、 3箇所にハリ

痕が認められる。 28は堺摺鉢と考えられる。 29は丹波焼摺鉢である。 30・31は土師器抱烙である。

32は瓦器奈良火鉢で、口縁部外面に菊文を押印する。 33は三つ巴文軒丸瓦である。

SK4 

SE2北側で検出した土坑で、北は調査区外に至る他、南はSE2に削平される。 SK3と連

続するが、切り合い等は明確にできなかった。検出部分の規模は東西2.5m・ 南北1.Om・ 深さ約

40cmを測る。断面逆台形に近く、埋土はブロック状の単層(E層）である。遺物は18世紀頃に比定

される磁器、瓦が出土した。

SK5 

調査区中央南部で検出した土坑で、南は調査区外に至る他、西はSE3に削平される。検出部

分の規模は東西50cm・南北75cm・深さ約30cmを測る。断面逆台形に近く、埋土はブロック状の単

層(F層）である。底部には一辺15cm程度の立方体状の花岡岩が見られ、これを根石とすれば、当

遣構は柱穴の可能性がある。遺物は出土していない。

SK6 

調査区中央北部で検出した土坑で、北は調査区外に至る他、西はSE3を削平している。検出

部分の規模は東西60cm・南北35cm・ 深さ約30cmを測り、埋土はブロック状の単層(G層）である。

遣物は出土していない。
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第10図 2陪出土辿物

SK7 

調査区西端において、 北西ー南東方向の直線的な肩から西に落ち込む状況が見られたため、調

査区を西に拡張した。検出部分の規模は東西l.9m・ 南北l.3m・ 深さ約80cmを測り、埋土はブロ

ック状の 2層（ト11・H2層）を確認した。遺物は18世紀代に比定される伊万里焼碗、軒丸瓦が出土し

ている。34は伊万里焼碗で、外面に梅枝文を描く 。高台内の銘は「太明年製」であるが、崩れて判

読し難い。

SP  1 

調査区西部で検出した ピットで、平面形は直径約20cmの円形を呈し、深さ約10cmを測る。断面

椀状を呈し、埋土はブロック状の単層である。遺物は中世頃の土師器皿片が出土した。

SD1 

調査区東部で検出した南北方向の溝で、規模は検出長約l.3m・幅約l.Om・ 深さ25,..__.,30cmを測

る。断面皿状をなし、埋土はブロック状の単層である。遺物は出土していない。

2層出土遺物

35,..__.,42を図化した。35,..__.,40は伊万里焼で、35,..__.,39は碗、40は皿である。碗の外面には、35,..__.,33

は梅枝文、 39は二重網目文を描く 。40は見込みに巾着図 ・梅枝文、裏文様に唐草文、高台内には

渦福を描く。41は黄瀬戸の双耳瓶である。底部糸切りで、体部外面には緑釉による弧線や斑文を

描く 。42は堺摺鉢と考えられる。
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3. まとめ

調査では周辺の第13・15・20次調査等と同様に、中世(13世紀中葉～後半）、近世(18世紀以降）

の遺構・遺物を検出した。遣構密度は極めて高く、また井戸等の大規模な遺構が多くを占めるた

め、調査範囲の大部分が該期に改変を受けている状況であった。出土遣物量はコンテナ 3箱を数

える。

13世紀中葉～後半では井戸2基(SE1・3)がある。構築面はSE3 (13世紀中葉～後半）が 3

上面、 SE 1 (13世紀中葉）が4層上面と異なることから、 3層による整地の時期が13世紀後

に限定できそうである。

近世では井戸や土坑から陶磁器や瓦が多く出土しており、また作土と考えられる地層が認めら

れないことから、中世～近世を通して当地は居住域であったと考えられよう。当地が立地する自

然堤防上が中世以降安定した居住域であったことが看取される。

【参考文献

•坪田真一1996 「 I 成法寺追跡第 7次調査(SH91-7)」『成法寺辿跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報告

51』財団法人八尾市文化財調査研究会

•坪田真ー 1996 「 II 成法寺追跡第8次調査(SH91-8)」『成法寺辿跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報告

51』財団法人八尾市文化財調査研究会

• 西村公助2006「I 成法寺追跡第13次調査(SH94-13)」『財団法人八尾市文化財調査研究会報告90』財団法人
八尾市文化財調査研究会

•西村公助2006 「 II 成法寺辿跡第15次調査(SH95-15)」『財団法人八尾市文化財調査研究会報告90』財団法人

八尾市文化財調査研究会

• 河村恵理2009「川 成法寺辿跡第20次調査(SH2007-20)」『財団法人八尾市文化財調査研究会報告127』財団
法人八尾市文化財調査研究会

• 西村公助2014『19)成法寺追跡(2013-87)の調査」『八尾市内追跡平成25年度発掘調査報告書 八尾市文化財調査
報告72 平成25年度国庫補助事業』八尾市教育委員会
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SK7北壁 SP 1 (東から）
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SE1, SK2, SD1(北から） 調査状況（西から）
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N 中田遺跡第55次調査 (NT2012 -55) 

N 中田遺跡第55次調査 (N T2012-55) 

はじめに

中田遺跡は、八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では中田一～五丁目、刑部一～四丁

目、八尾木北一～六丁目がその範囲となっている。地理的には旧大和川の主流である長瀬川と玉

串川に挟まれた沖積地上に立地し、北側で小阪合遺跡、西側で矢作遺跡、南側で東弓削遺跡に接

している。当遺跡は、昭和45(1970)年の区画整理事業の際発見された遺跡で、以後中田遺跡調査

会 ・中田遺跡調査センター ・八尾市教育委員会 ・大阪府教育委員会 ・当調査研究会により調査が

続けられている。これらの調査成果から、当遺跡は弥生時代中期～古墳時代前期を中心に、弥生

時代前期～中世にわたる複合遺跡であることが確認されている。また同地形上に展開する東郷遺

跡 ・小阪合遺跡等を包括して「東郷・中田遺跡群」と称されており 、これらの遺跡は特に古墳時代初

頭～前期において最盛期を迎える こと が確認されている。

今回の調査地は中田遺跡南端にあたり 、周辺では下水道工事に伴う第25次調査(NT94-25)・ 

第34次調査(NT96-34)、電気工事に伴う第13次調査(NT92-13)、楠根川改修工事に伴う第19

次調査(NT93-19)等を実施しており 、主に古墳時代初頭～前期の遺構を確認している。第19次

調査で検出した前期後半の中田古墳は特筆され、周溝から出士した家形 ・船形等の豊富な埴輪群

の存在から在地の首長者クラスの古墳であると認識されている。
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2. 調査概要

1)鯛査の方法と経過

今回の調査は、平成24年 8月 9
・10日に実施した遺構確認調査 〈中田遺跡(2012-194)〉（以下では確認 1~ 4 区と呼称する）の結果を受けて実施したサー

ビス付高齢者向け住宅建設に伴う調査
で、当調査研究会が中田遺跡内で行っ

た第55次調査(NT2012-55)である。
. 2区）で、規模は 1区が東西2.0mX南北3.5m、

2区が東西6.OmX  
調査区は 2箇所（北から 1
南北4.0m、総面積約31rrfを測る。
掘削は、現地表（約T.P. +10. 2m)下約o.6~0. 8mまて

を機械掘削し、以下約1.lmまでを人力掘

削により調査を行った。
+10. 796m〉を標高の基準

調査では、調査地北東部に位置する
八尾市街区補助点 〈3E051: T. P. 

とした。

遺構名は、遺構略号＋
地区十面番号＋遺構番号とした。

l @ 
1
1
 

2区
1区

3区

2区
4区

逍構確認調査区

b ）
 ゜゚

5-• 
．．
 

ー（
 二゚m

第 2図調査区位置図

2)基本層序

O層は現耕作土、
1層も近代の作土であろう。2層は2区

で見られた水成層で、近世の洪水砂
作土である。4層は均質なシ）

レト質粘土層で整地層と考えられる。1
であろう。3層は撹拌された
区北半では見られなかった。

下面が第 1面である。 5層は作土と考えられる。
2区南東部では見

られない。4・5層下面が第2面である。
6層は土壌化層で、 古墳時代初頭～前期の遺物包含層

上部は土壌化する。上面が第 3面である。
8層は水成層である。

である。 7層は水成層で、

-46 -



3)検出遺構と出土遺物

〈第 1面(T.P. +9. 6m)〉

W 中田遺跡第 55次調査 (NT2012 -55) 

2区4層下面で東西方向に平行して延びる溝3条(SD211,...__,213)を検出した。耕作関連遺構と

考えられ、時期は中世～近世であろう。なお平面的には調査していないが、 1区においても同様

の遺構を断面で確認している。

S D211 

北部で検出した溝で、規模は検出長約5.0m、深さ20,...__,25cmで、幅は東部が約50cm、西部では北

肩が北側に湾曲して行くため1.3m以上を測る。断面逆台形を成し、埋土は 2層（ア1・ア2層）からな

るが、ア1層は整地層である基本層序4層に類似し、整地の際に埋め立てられた層である。遺物は

時期不明の土師器片の他、下層から巻き上げられた埴輪片が出土した。

S D212 

S D211の南約75cmに平行して延びる溝で、規模は検出長約2.7m、幅約18cm、深さ約10cmを測

る。埋土はア1層で、時期不明の土師器片が出土した。

S D213 

S D212の南約40cmに平行して延びる溝で、規模は検出長約2.8m、深さ約10cm、幅は約30cmで

あるが、北肩で 1箇所、南肩で2箇所の拡張部がみられ、この部分では幅40,...__,50cmを測る。埋土

はアl層で、下層から巻き上げられた古式土師器片が出土した。

〈第 2面(T.P. +9. 6m)〉

2区4・5層下面で古墳 1基（古墳221)を検出した。

古墳221

調査区南東部に墳丘、その北側に周溝を有する古墳である。墳丘の肩のライン、及び周溝は北

東ー南西方向に直線的に延びるもので、規模等の全容は不明であるが方墳の一部と考えておきた

い。主軸方向は北一約63度ー東である。

墳丘は東西約4.0m、南北約2.5mに亘って検出した。墳丘盛土は層厚15,...__,40cmが遺存しており、

上部は削平されていると考えられる。墳丘盛土は固く締まる層相で、 3層(I①,...__, I③層）を確認

した。砂混じりのシルト質粘土～シルトでブロック状を呈し、 I① ・③層には径5cm程度の中礫

が混在しているが、意図的に混入させたものと考えられる。なお I②層は周溝に向って下がって

ゆく堆積状況であり、 I①層のうち I②層の上部に堆積する部分を含めて、墳丘盛土の崩落土の

可能性もある。

周溝は検出長約5.5m、深さ最大55cmで、幅は検出部分で約1.4mであるが、本来は2.Om程度の

規模に復元できる。断面逆台形を呈し、埋土は5層(II①,...__, II③層、 III① . III②層）を確認した。

このうち墳丘裾に堆積する II①,...__, II③層は墳丘盛土の崩落土と考えられる。

墳丘上からは古墳時代前期末頃の埴輪片（円筒• 朝顔形円筒・形象）が出土した。墳丘削平時に

破壊されたものであろう。円筒埴輪では円形透かしが確認できる。形象埴輪では綾杉文等を施し

赤色顔料を塗布した壁や屋根、裾回り突帯と考えられる破片から家形埴輪の存在が確認できる。

また墳丘盛土には古墳時代初頭頃の古式土師器が含まれている。周溝からは埴輪片• 古式土師器

が少量出土した他、弥生時代中期の土器も見られた。遺物は 1,...__,23を図化した。

1 ,..___, 13は形象埴輪である。 1 ,...__, 6は厚さ1.0,...__,1. 5cmの板状の個体である。片面に直線文を施す
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陪名 (1・2区）

o. 5Y4/1灰色極細粒砂～細粒砂混シルト 現耕作土
1 . 2. 5Y6/2灰黄色極細粒砂～細粒砂多混シルト 撹拌作土
2A. 2.5Y7/3浅黄色シルト 水成層
28. 2.5Y6/1黄灰色シルト～中粒砂水成層
3. 2. 5Y6/3にぷい黄色極細粒砂混シルト 撹拌作土
4. 2. 5Y6/3にぶい黄色極細粒砂少混シルト質粘土 整地層
5A. 10YR6/2灰黄褐色極細粒砂～極粗粒砂多混シルト 撹拌作土
58. 10YR4/2灰黄褐色極細粒砂～細粒砂混シルト 撹拌作土
5C. 2.5Y6/3にぶい黄色細粒砂～粗粒砂多混シルト質粘土 Fe斑 Mn斑 撹拌作土
5D. 10YR6/2灰黄褐色極細粒砂混粘土質シルト Fe斑 Mn斑 撹拌作土
6. 2. 5Y5/1黄灰色極細粒砂～粗粒砂混シルト Fe斑 Mn斑 土壌化層
7. 2. 5Y6/1黄灰色細粒砂混シルト Fe斑水成層 上部土壌化
8. 5Y5/1灰色極細粒砂混シルト質粘土 Fe斑 水成層

SD211-213 
71. 7. 5Y6/1灰色極細粒砂少混シルト質粘土 Fe斑
72. 1 OYR6/2灰黄褐色極細粒砂～細粒砂混シルト質粘土
S K131 
イ1.7.5Y5/1灰色細粒砂～粗粒砂多混粘土質シルト～シルト ブロック状
イ2.5Y5/2灰オリーブ色粘土～シルト質粘土 ブロック状
S K132 
り1.2. 5Y5/1黄灰色極細粒砂～細粒砂多混シルト ブロック状
り2.5Y4/1灰色極細粒砂～細粒砂混シルト質粘土 炭多 ブロック状
S K231 
工. 2. 5Y5/1黄灰色極細粒砂～細粒砂混粘土質シルト ブロック状
S K234 
オ. 2. 5Y4/1黄灰色極細粒砂～細粒砂多混シルト 炭 ブロック状

第3図 1区平断面図
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2区第 1面

＾ S D211 

S D212 

S D213 

2区第3面

S K231 

゜
(1 :50) 

2m  

第4図 2区第 1・3面平面図

もので、 2は縁辺に平行する 2条の平行線である。 3・5は剥離面の状況から本体に直角に取り

付けられていた部分と考えられる。これらは盾の可能性があるが明確ではない。 7は家形埴輪で、

切妻造の上屋根の一部である。屋根表面には、横方向に梯子状の線刻、またその上位には破風板

に沿って綾杉状の線刻により押縁を表現している。破風板は長さ約10cmが残存しており、幅3.5 

"'-'4. 5cmで上部ほど幅が増す。 8は家形埴輪の壁部分と考えられ、横方向の綾杉状の線刻が 2段見

られる。向って右には縦方向の線刻が認められるが、柱あるいは窓の一部であろう。下端に見ら
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墳丘盛土

II 墳丘崩落土～周溝埋土

皿周溝埋土

I① 10YR4/3にぶい黄褐色細粒砂～中粒砂混シルト質粘土 ブロック状 中礫混在
I② 10YR5/1褐灰色極細粒砂混粘土質シルト ブロ ック状
I③ 10YR3/1黒褐色細粒砂～粗粒砂混シルト質粘土 ブロック状 中礫混在
II① 1 OYR5/1褐灰色細粒砂混シルト質粘土 ブロック状
II② 1 OYR4/1褐灰色細粒砂～粗粒砂混粘土質シルト ブロック状
II③ 1 OYR5/1褐灰色極細粒砂～細粒砂混シルト質粘土 ブロック状
皿① • 10YR4/1褐灰色細粒砂～極粗粒砂混シル ト質粘土 Mn斑
m② 2.5Y6/1黄灰色極細粒砂～細粒砂混シルト質粘土 Fe斑

第5図 2区断面図、第 2面平面図
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れる剥離面は裾廻突帯の痕跡であろう。 9は横断面がやや誘Lillする板状の個体で、向って上下に

剥離面を有する。 10は板状の個体で、 l条、 2条の直線文の間に列点文状の焚飾を施す。共に器

種は不明である。 11は家形埴輪の据廻突幣の角部と考えられる。 12・13も裾廻突；瞥の可能性があ

るが、幅が一定ではないため断定はできない。 14・15は叫l舶形円筒J直輪である。 15は外面タテハ

ケ、内面ヨコハケが認められる。 16'"'-'19は円筒埴輸の小片である。 17は外面ヨコハケで、円形ス

カシを有するものである。焼成良好で非常に硬質なため須恵質に近い。 18は外面ヨコハケ、 19

外面粗いタテハケ、内面ヨコハケを施す。これらの」・il¥[輸はII期,..__.,III期に比定されよう。 20'"'-'22は

古式土師器で、 20・21は）口［内式甕、 22は高杯である。 22は内面ハケ後放射状ヘラミガキを施す。

これらは庄内式期新相に比定される。 23は弥生土陥甕で、体部外面及び底面にヘラミガキを施す。

河内IV様式に比定される。 20'"'-'23は下]fl・)から巻き上げられた士器である。

〈第3面(T.P. +9. 2'"'-'9. 4m)〉

7)曽上面の 1区で士坑2晶(SK 131・132)、

ピット 1個(SP131)、2区で土器棺悩 l晶（土

器棺墓231)、土坑4晶(SK231'"'-'234)、1怖1条

(SD231)を検出した。なおSK234は6屈上面

が構築面と考えられ、 SD231は8屈上面で検出

した。

SK 131 

1区北西部に位置し、西・北は調査区外

るため全容は不明である。検出部分の平面形は

隅丸長方形を呈し、規模は南北約1.7m・東西約

55cm・深さ約50cmを測る。埋土はプロック状の

2層（イ1・イ2層）を確認した。

遣物は古式土師器が出土しており、 24'"'-'26を

図化した。 24は精製の直口壺で、内湾気味のロ

頸部である。調整は外面横位、内面縦位のヘラ

ミガキである。 25は複合口縁壺で、後円部外面

に竹管円形浮文を付す。 26は庄内式甕である。

これらは古墳時代初頭後半（庄内式期新相）に

比定される。

SK 132 

1区南西部で検出した。北西ー南東方向の直線

的な肩から南西に落ち込むもので、肩の南東端

は南に屈曲している。検出部分の規模は南北1.0

m・東西1.2m・深さ最大55cmで、南東部がやや

深くなっている。埋土はブロック状の 2層（り1. 

り2層）を確認した。

遺物は古式土師器が出土しており、 27,..__.,30を

゜I I I I ? ;4) 
第7図 S K131出土遺物
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第8図 S K132出土遺物
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図化した。 27は広口壺である。 28は口縁二段屈曲の高杯で、調整はヘラミガキを多用する。 29は

ロ縁部が短く外反する鉢で、体部外面上位に平行タタキが認められる。 30は庄内式甕である。こ

れらは古墳時代初頭後半（庄内式期新相）に比定される。

S K231 

2区北西角で弧状をなす掘方の一部を検出したもので、楕円形の平面形が想定されるが詳細は

不明である。検出部分の規模は南北約28cm・ 東西約42cm・ 深さ約18cmを測る。埋土はブロック状

の単層（エ層）で、遺物は出土していない。

S K232 

2区東部で検出した土坑で、東は調査区外に至る。検出

部分の平面形は東西主軸の長方形を呈し、規模は南北約70

cm・東西1.lm以上・深さ約30cmを測る。断面逆台形をなし、

埋土は上層が2.5Y4/1黄灰色極細粒砂～細粒砂多混シルト

（炭含砂）、下層が2.5Y5/2暗灰黄色極細粒砂混シルト質粘土

で、共にブロック状を呈する。

遺物は古式土師器が出土しており、 31"-'33を図化した。

31は小形精製鉢である。外面調整は不明瞭であるが、横位

ヘラミガキと考えられる。32は精製の椀形高杯脚部である。

調整はヘラミガキを多用し、裾部に四方孔を施す。 33は庄

内式甕である。これらは古墳時代初頭後半（庄内式期新相）

に比定される。

S K233 

~(] 

32 

゜I I I I i°¥4) 『cm
第9図 S K232出土遺物

S K232南部で弧状をなす掘方の一部を検出したもので、東は調査区外に至り詳細は不明であ

る。検出部分の規模は南北約40cm・ 東西30cm以上・深さ約30cm、東壁では南北60cmを測る。断面

逆台形をなし、埋土はSK232上層と同様である。遺物は出土していない。

S K234 

S K233の西に隣接して検出した土坑で、楕円形の平面形が想定されるが南は調査区外に至り詳

細は不明である。検出部分の規模は南北約60cm・ 東西1.Im・ 深さ約30cm、南壁では東西1.6mを

測る。断面逆台形をなし、埋士はSK232上層と同様である。遺物は時期不明の古式土師器片が少

土した。

SP  131 

1区北部で検出した。平面形は東西にやや長い楕円形を呈し。規模は南北30cm・ 東西38cm・ 深

さ約10cmを測る。埋土は2.5Y5/l黄灰色細粒砂混シルト質粘士（ブロック状）で、遺物は出土してい

なし‘。

S D231 

2区東部の 8層上面で検出した。南北方向に延びる溝であるが、 は一部分の検出であり、

また南部はSK234に削平され詳細は不明である。規模は検出長約4.6m・ 幅約1.Om・ 深さ約10

cmを測る。断面皿状を呈し、埋土は 7層が落ち込む状況である。遺物は時期不明の古式土師器片

が少量出土した。
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土器棺墓231

2区SD231の西肩際で検出したもので、土器の検出状況から土盟訃官似である可能性が高い。

位に置かれた口縁部を欠いた庄内式疵(35)の上に、高杯の杯部(34)を逆位にして被せている。掘

方は検出できなかった。 34は口縁部ヘラミガキ調整と若えられるが、摩耗のため不明瞭である。

35は外面が煤けた使用品で、口縁部を欠く他はほぼ完存する。底休部外miは平行タタキ後下半部

ハケである。これらの土僻の時期は古附時代初頭前半に比定される。

@ 

__ ,,, 

34 

T. P. +9. 2m 

□ 
o 20cm 

111111 ,(1'i1°) I 

第10図 土器棺墓321平断面図

゜
(1 :4) 20cm 

第11図 土器棺墓231出土遺物

〈包含層出土遣物〉

1区出土の35---..,40を図化した。 36は円筒埴輸である。 37は形象埴輪の突帯部である。 2区古墳

221出土の11に類似しており、家形埴輪の裾廻突帯の可能性が高い。 38・39は同一個体と考えられ

る土師器有段高杯である。ヘラミガキを多用する精製品である。古墳時代前期前半（布留式期古相）

に比定される。 40は七師器管状土錘である。

ごい36

二□D
37 

39 

第12図 1区包含層出土遺物
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3. まとめ

今回の調査では古墳時代初頭・前期、中世～近世の遺構・遺物を検出した。遣物量はコンテナ

2箱を数える。

第3面では古墳時代初頭前半の遣構を検出した。土坑・ピットの他、 2区では土器棺墓231を検

出したが、これらの遺構に明確な時期差は認められず、集落域において居住域と墓域とが共存し

ていたものと捉えられる。西方の第19次調査においても、同時期の土坑や溝からなる遺構群中で

土器棺墓と考えられる遺構を検出しており、同様の状況が当地でも確認された。また包含層や上

部の作土層からは古墳時代前期前半の土器も少量ではあるが出土しており、集落はこの頃まで存

続していたと考えられる。

第 2面では現耕作面から50"'-'60cmという非常に浅い地点で古墳時代前期末頃の方墳と考えられ

る古墳221を検出した。古墳221は第19次調査検出の中田古墳の南東約50mに位置するが、両古墳

間の遺構確認調査では、確認 1区に南西辺、確認2区に南東辺を有する方墳の存在が想定され、

この場合中田古墳（円墳？）から南東方向に方墳2基が並ぶ状況となる。中田古墳が独立墳ではな

く、当地に古墳群が形成されていた可能性が高くなったといえ注目される。時期については、古

墳221からは円形スカシを有する円筒埴輪が出土していることから、中田古墳よりやや下るものと

考えられる。

第 1面では中世～近世に比定される耕作関連溝が検出され、中世以降、当地が生産域であった

ことを確認した。
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報告70 平成24年度国庫補助事業』八尾市教育委員会
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例

1. 

l. 

た、

大阪府八尾市 日
ーヽ

2、 [｛ ヽ
、8 し

間で、

る。

(N K T2009 

くもので、申詰者と財団怯人八尾市文化財瀾査研究会の

した契約により、財団怯人八尾市文化財調査研

が申請者から委託を受けて実施したものである。

1. 現地調査は平成21年 7月13日r-s.,7月31日にかけて、西村公助を担当者として実施した。調査

面積は約356nfである。

1. 現地調査においては、

を得た。

• 梶本潤二•竹田 • 田 ・村井俊子・村田

1. 内業整理業務は下記が行い、現地調査終了後に随時実施し、

遣物実測―市森千恵子、図面トレースー市森• 西村、

l. 本書の執筆・編集は西村が行った。

3月31日に終了した。

ー西村
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V 西郡廃寺第6次調査 (NKT2009-6)

1 . はじめに

西郡廃寺は八尾市北部の泉町ニ ・ 三丁目、桂町二丁目 、 幸町ー ・ 三 • 四 • 六丁目に所在し、そ

の範囲は径500m程度と推定されている。地理的には旧大和川水系の主流であった長瀬川と王串川

に挟まれた低位沖積地上に位置する。周辺の遺跡としては、西郡廃寺を含む遺跡として西郡遺跡

があり、西に山賀遺跡、南に萱振遺跡が隣接している。西郡廃寺は飛鳥時代中期創建とされ、泉

町二丁目に鎮座する西郡天神社の境内にある塔心礎の存在から、同神社北側に寺域が想定されて

いる。これまでの発掘調査や採集資料で、創建期の軒丸瓦や、奈良時代～中世の軒瓦が確認され

ているが、寺院関連の遺構や寺域を推定する遺構等の検出には至っていない。

当遺跡範囲は、当初の遺跡名が萱振遺跡（萱振A遺跡）や西郡廃寺とされていたが、その後、萱

振遺跡の北部が西郡廃寺遺跡となった。さらに西郡遺跡と改称すると共に、範囲内北部に西郡廃

寺の範囲が設定され、現在に至っている。こうした経緯から、現在西郡廃寺とされている範囲で

あるが、調査時の名称が萱振遺跡である地点も多く存在する。

当遺跡はこれまでの発掘調査から、弥生時代後期以降の複合遺跡であることが確認されている。

今回の調査地の南西部では、当調査研究会が第4次調査(NKT  2006 -4)や、萱振遺跡第 7次調

査(KF88-7)を実施しており、古墳時代初頭～前期、古墳時代後期～飛鳥時代初頭、古代～中

近世の遺構を確認している。さらに北東部の第 1次調査(NKT99-1)では奈良時代後半～平安

時代初頭の掘立柱建物を検出し、当該期の居住域の存在が明らかになっている。

第 1図調査地周辺図
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表 1 周辺の調査地ーn表

略号 所在地 調査期間 調査原因 主な検出追構 主な出土迫物 参考文献

NKT 泉町ニ 2006/10 工場建設 弥生後期末～奈良—溝•小穴 弥生後期末～奈良—弥生士器 •土 高萩千秋 2009 3『W 西郡廃寺第 3次

2006-3 師器・須恵器・瓦 調査(NKT2006-3)』財団法人八尾市文化

財調査研究会報告 127

NKT  泉町二 2007 I 1 - 店舗建設 古墳前期―河川、古墳後期―掘建 古墳中期ー埴輸 西村公助 2012「西郡廃寺第4次調査」

2006-4 4 柱建物、 奈良—士坑、 平安～鎌倉 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告

—井戸 、 近世—井戸 ・溝 137』財団法人八尾市文化財調査研究会

NKT  泉町二 2008/12- 公共下水 古墳—ピッ ト、 中世ー溝、 古墳時代ー須恵器、中世ー土師器 木村健明 2010 3『N 西郡廃寺第 5次

2008-5 2009/ 1 道 須恵器瓦質土器・白磁 調森(NKT2008-5)』財団法人八尾市文化

財調査研究会報告 129

NKT  泉町二 2009/7- 工場建設 古墳前期（布留式期）―小穴、古 古墳前期以降ー士師器・須恵器 今回報告

2009-6 ， 墳後期ー士坑 1、平安後期ー士坑

NKT  泉町三 2010/ 5 - 工場建設 古墳後期 —井戸 2 、 中世 —井戸 弥生後期ー弥生士器、古墳初頭ー古 樋口 煎 20116 「(19)西郡廃寺第 7次

2010-7 8 2. 土坑5 式士師器、古墳後期ー士師器・須恵 調査(2010-7)」 『平成22年度 （財）八

器、中世ー土師器・瓦器 • 白磁 尾市文化財調査研究会事業報告』

NKT  泉町二 2010/ 9 - 公共下水 中世―土坑2・河川 1 古墳前期ー古式士師器、古代～中 坪田真ー 20ll 6 「(20)西郡廃寺第8次

2010-8 10 道 世—土師器須恵器 ・ 瓦 調査(2010-8)」 『平成 22年度 （財）八

尾市文化財調査研究会事業報告』

NKT 泉町二 2011/ 4- 工場建設 平安末～鎌倉ー井戸 1・士坑 2. 弥生前・後期ー土器 • 石器、古墳—古 成海佳子 2012 6 「25西郡廃寺第9次

2011-9 5 柱穴 4・溝 2 畦状辿措、近世ー 式土師器・須恵器 、 奈良 —土師器、 調査(2011-9)J 『平成 23年度 （財）八
井戸 1. 河川 1 平安末～鎌倉ー士師器・瓦器、近世 尾市文化財問査研究会事業報告』

ー陶磁器・瓦

NKT 泉町二 [989/ 2 - 危庫建設 古培前期ー小穴 • 溝、古墳後期ー 古墳前期ー庄内式新相の土器類 原田昌則 [996 7『l 堂振迫跡（第6

88-7 3 建物 • 井戸 • 土坑溝等からなる 木製品（広鋤・方形容器） 、古墳後 次調査）』財団法人八尾市文化財調査研究

居住域、 近世—井戸 期ー土器類 ・ 軒丸瓦 ・ 丸瓦 • 平瓦 会報告 52

NKT  山賀町四 1995/ 1 - 寮 ・研修 弥生前期—土坑 9 ·小穴 2l・溝 5 弥生―土器（第 I様式新段階） 原田昌則 2004 12『I 山袈辿跡（第3

94-3 2 棟 次閻査）』財団法人八尾市文化財調査研究

建設 会報告Sl

I 

2 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は、研究会が西郡廃寺遺跡内で行った第6次調査にあたる。工事予定地に東西Sm、

南北33mの調査地(1区）、東西2.Sm、南北24mの調査地(2区）、東西3m、南北6mの調査地(3

区）、 東西4.Sm、南北3.Smの調査地(4区）を

設定した。総面積は約356rrfである。なお調査は、

掘削土の圏き場の都合上、 1区から 4区の順に

行った（第 2図）。

機械掘削は、現地表(T.P. +5. 4m)下約 0.Sm 

までに存在する近世の耕作土までとし、これ以

下の約 0.3mを人力で掘り進め遺構や遺物の検

出に努め、記録や写真撮影作業を適宜行った。

なお、 2区・ 3区のほぼ全面と 1区の南部、 4

区の西半分は既存の建物基礎工事により現地表

下約 1.6mまで掘削されており、試掘調査で確

認している遺物包含層はなかった。

調査区全体の地区割は、任意の基準点(XO・

y 0)を調査地の北東へ置き、そこを起点に南へ

40m、西へ 30mの範囲に設定した。区割は、 10

m毎に南へ算用数字の 1"'4、西ヘアルファベ

@ 
C 8 A 

Y30 Y20 YlO Y 0 
XO 

1区

西郡廃寺

第6次調査地
(N K T2009-6) 

゜
(1 : 1000) 50m 

第 2図 調査区位置図
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V 西郡廃寺第6次調査 (NK T 2009 -6) 

ットのA'"'-'Cを付け、北東隅の交点から南西側を 1区画の単位とした。

と呼称する。地点の表記は、 X軸とY軸の交点を数値で示した（第2図）。

の一～二桁目が遣構番号、三桁目は検出区番号を示している。

区画は、

遺構番号の数字は、右

1A"-4C地区

2)基本層序

調査地全体を通して0,.___, 3層を基本層序とした。

は盛土および客士である。 1層は、青灰色細粒砂混粘土で、作土と推測されるが、遺物の

出土はなく時期は不明である。 2層は、青灰色～褐色細粒砂混粘土で、層内からは古墳時代後期

～鎌倉時代の遺物が出土した。 3層は、青灰色細～粗粒砂の河川堆積士である。上面は土壌化し

ており、層内からは弥生時代中期後半～古墳時代初頭の遺物が出

゜

1区 北壁

5.0m 

4.0m 

〇 盛土
1 10BG6/1青灰色細粒砂混粘土
2 585/1青灰色-10YR4/4褐色細粒砂混粘土

3 10BG5/1青灰色細～粗粒砂 河川堆積土上面土壌化

SK 101 N3/0暗灰色粗～細粒砂混粘土

3区 東壁 4区

した。

2区 北壁

3.0m 

2.0m 
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゜,0 第3図 1-4区壁面実測図
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3)検出遺構と出土遺物

1区では、 3層上面で平安時代後期の 1屈(SK101)、小穴10個(SP101,....__,110)、古墳時代

後期の土坑 1基(SK102)、古墳時代前期［布留式期］の小穴 1個(SP111)を検出した。また、 4

区では3層上面で古墳時代後期の小穴2個(sP 401・402)を検出した。

S K101 

S K101は、 1区の北部で検出した。平面の形状は隅丸長方形で、長径l.6m、短径l.5mを測る。

断面の形状は逆台形で、深さO.lmを測る。埋士はN3/0暗灰色粗～細粒砂混粘士で、瓦器の破片

が出土した。

SP101,..___,110 

SP101,..___,110は1区の北部で検出した。平面の形状には円形(sP 101・102)と楕円形(SP103 

,..___, 110)があり、径0.35,...._,0. Smを測る。断面の形状は逆台形(SP101,..___,108)とJlTl.形(SP109・110)

で、深さ0.05,...._,0. lmを測る。埋土はSP101がN3/0暗灰色粗粒砂混粘土、 SP102がN5/0灰色細

粒砂混粘士、 N3/0暗灰色粗粒砂混粘土、 sP 103,...._,108が5H/l灰色細粒砂混粘士、 SP109・110 

が5Y6/l灰色細粒シルト質粘土で、土師器、須恵器、瓦器などが出士した。この内SP103,...._,105 

は1.Sm間隔に、 sP 106,...._,108は2.Om間隔に並んでいることから建物などの構築物に伴う柱穴で

はないかと推定できる。 sP 101からは平安時代後期の土師器皿(1)と瓦器椀(2)が出土した。ま

た、 SP106からは平安時代後期の礎石(3)、SP107からは平安時代後期の土師器皿(4)、瓦器

椀(5)が出土した。 1の口縁部は平らな底部から折れ曲がり内湾する。端部は丸く終わる。底部

の内外面はユビナデ、口縁部の内外面はヨコナデを施す。 2の口縁部は内湾する。端部は外側に

短く曲がり、丸く終わる。体部の内外面は横方向のヘラミガキを施す。口縁部の内外面はヨコナ

デを施す。 3は平らな面が 2面ある。 4の口縁部は二段に屈曲する。端部はつまみ出し内側へ折

れ曲がる。口縁部の内外面はヨコナデを施す。 5の口縁部は内湾する。端部は丸く終わる。口縁

部の内外面はヨコナデを施す。体部の内外面は横方向のヘラミガキを施す。

S K102 

S K102は、 1区の北部で検出した。平面の形状は円形で、径1.65mを測る。断面の形状は逆台

形で、深さ0.2mを測る。埋土は5B4/l暗青灰色粗粒砂混粘土、 10YR4/4褐色細粒砂混粘土で、土師

器壺 (6,..___, 8)、須恵器壺(9)、須恵器提瓶(10)、砥石(11)が出土した。 6の口縁部は直立気味に

やや外側に広がる。端部は尖り気味につまみ出し、丸く終わる。口縁部の内外面はヨコナデを施

す。 7の口縁部は直立気味にやや外側に広がる。端部は尖り気味に外側へつまみ出し、丸く終わ

る。口縁部の内面はハケナデのちヨコナデを、外面はヘラミガキのちユビナデを施す。 8の口縁

部は直立気味にやや外側に広がる。端部は外側へつまみ出し、丸く終わる。体部の内面はハケナ

デのちユビナデを、外面は斜方向のヘラミガキのちユビナデを施す。口縁部の内面は横方向のハ

ケナデのちヨコナデを、外面は縦方向のヘラミガキのちユビナデを施す。 9の口縁部は直立気味

にやや外側に広がる。端部は丸く終わる。端部の内面には強いナデによる凹線状の窪みがある。

ロ縁部の内外面は回転ナデを施す。 10の体部は円形で、上位の左右に角状の把手が貼り付く。ロ

縁部は内湾し外側に広がる。端部は尖りぎみに丸く終わる。体部の内面は回転ナデを施し、粘土

接合痕が見られる。外面は回転カキメを施す。口縁部の内外面は回転ナデを施す。体部と口縁部

の接合部分には粘土接合痕が部分的に見られる。 11は平らに研かれている面を4面確認した。
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第5図 S K102 平・ 断面図 第 6図 S P111 平・ 断面図

s P 111 

s P 111は、 1区の北部で検出した。平面の形状は円形で径0.5mを測る。断面の形状は皿形で、

深さO.lmを測る。埋土は10YR4/4褐色細粒シルト質粘土で、古墳時代前期［布留式期］の古式土

師器甕(12)が出土した。 12の口縁部は内湾する。端部は内側に肥厚し丸く終わる。口縁部の内外

面はヨコナデを施す。

S P401 

S P401は、 4区のほぼ中央の東寄りで検出した。平面の形状は楕円形で長径0.8m、短径0.5 

mを測る。断面の形状は逆台形で、深さO.lmを測る。埋土は10YR4/4褐色細粒砂混粘土で、古墳

時代後期の土師器鍋？の把手(13)、須恵器杯蓋(14)、須恵器高杯(15)が出土した。 13のは角状の

把手部で、内外面はユビナデを施し、粘土接合痕が見られる。 14の口縁部は内湾する。端部は丸

く終わる。天井部、口縁部の内外面は回転ナデを施す。 15の口縁部は外反する。端部は尖りぎみ

に丸く終わる。口縁部の内外面は回転ナデを施す。

S P402 

S P402は、 4区の南部で検出した。平面の形状は楕円形で長径0.8m、短径0.7mを測る。断面

の形状は逆台形で、深さ0.15mを測る。埋土は10YR4/4褐色細粒砂混粘土で、土師器、須恵器の破

片が出土した。
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26 

第8図 出土遺物実測図

遺構に伴わない出土遺物

28 

19 

16・17 : 1区2層
18-22: 1区3層
23: 2区3層
24: 3区2層
25-28: 4区2層
29: 4区3層

25 

.~-心

29 

O c1: 4) 10cm 

¥,,,,,,,1,,,,111111l111,11l,,11l111111,l11,1,,1111'11,hlll'l'lllllllllll'll'l,l,II 

1区の2層からは鎌倉時代の瓦器椀(16)、古墳時代後期の須恵器杯身(17)が出土した。 16は底

面には高台部が貼り付く。底部の内面はヘラミガキを、外面はユビナデを施す。高台部は粘土紐

を用い、粗雑に貼り付けている。 17の口縁部は内傾し伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。受

部は水平からやや上方へ短く伸びる。口縁部および受部の内外面は回転ナデを施す。

1区の 3層からは古墳時代初頭の古式土師器高杯(18・19)・ 手焙形土器(20)、弥生時代後期の

甕(21)、弥生時代中期の高杯(22)が出土した。 18の杯部は平らで、脚部は柱状である。裾部は「ハ」

の字にひらく。杯部の内外面および脚部と裾部の外面はヘラミガキを施す。裾部の内面はハケナ

デのちユビナデを施す。 19の脚部は円柱状で短い。裾部は「ハ」の字にひらき、端部は丸く終わ

る。脚部と裾部の外面はヘラミガキを施す。脚部の内面はユビナデを施し、シボリ目が確認でき

る。裾部の内面はヘラミガキのちユビナデを施す。 20の口縁部は受け口状を呈し、その上部に覆

部が付く。体部の内面はハケナデのちユビナデ、体部の外面はユビナデを施す。口縁部の内外面

および覆部の内面はユビナデを施す。覆部の外面はハケナデを施す。口縁と覆部の接合部および

体部の外面に粘土接合痕が見られる。 21の底部は「ハ」の字にひらく上げ底である。底部の内外面

はユビナデを施す。体部の内面はユビナデを、外面は右上がりのタタキを施す。 22の口縁部は水

平で、内側に突帯を貼り付けている。口縁部の内外面は、ヨコナデを、杯部の内外面は横方向の

ヘラミガキを施す。

2区の 3層からは弥生時代後期の壺(23)が出土した。 23の頸部は直立ぎみに外側へ開き、口縁

部は外反する。端部は上下に拡張し面をもつ。体部は球形を呈すと思われる。体部の内面はユビ
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ナデ、外面はヘラミガキを施す。頸部の内面は横方向、外面は縦方向のヘラミガキを施す。口縁

部の内外面は放射状にヘラミガキを密に施す。端部は凹線を施す。

3区の 2層からは奈良時代の土師器皿(24)が した。 24の口縁部は、外反ぎみに外側へ伸び

る。端部は内側に肥厚し丸く終わる。底部、口縁部の内面は放射状にヘラミガキを施す。底部、

ロ縁部の外面は横方向のヘラミガキを施す。

4区の 2層からは平安時代後期の土師器小皿(25)・瓦器椀(26)、古墳時代後期の須恵器杯身

(27)・ 高杯(28)が出土した。 25の口縁部は内湾ぎみに外側へ伸びる。端部は上方につまみ出し丸

く終わる。底部の内外面はユビナデ、口縁部の内外面はヨコナデを施す。 26の口縁部はやや外反

し、端部は丸く終わる。体部の内面は横方向のヘラミガキを粗雑に施す。外面はユビナデを施す。

ロ縁部の内面はヘラミガキ、外面はヨコナデを施す。 27の口縁部は内傾し伸びる。受部は水平か

らやや上方へ短く伸びる。口縁部および受部の内外面は回転ナデを施す。 28の杯部は内湾する。

外面の上部に突帯を、下部に凹線を、その間に刺突文を施す。内外面は回転ナデを施す。

4区の 3層からは古墳時代初頭の古式土師器甕(29)が出土した。 29の体部と口縁部の境は「く」

の字に屈曲する。体部の内面はヘラケズリ、外面は右上がりのタタキを施す。

3. まとめ

調査地全域を流れる河川 (3層）が埋没する古墳時代初頭には調査地全体が微高地になり、この

砂層上面で古墳時代前期～平安時代後期に至る遺構を検出した。

1区で検出した古墳時代前期の遺構と同時期の遺構は、北東約150mの第 1次調査でも検出して

おり、今回の調査地から第1次調査までの範囲に居住域がある可能性が高いと言える。

1区と 4区で検出した古墳時代後期の遺構や、 1区の北部で検出した平安時代後期の建物に伴

う遺構の同時期の遺構は、南西約50m地点の第4次調査でも検出している。このことから同時期

の居住域は北東側に広がることが明らかになった。
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VI 西郡廃寺第9次調査(NKT2011-9) 

1 . はじめに

西郡廃寺は八尾市北部の泉町二 • 三丁 目、桂町二丁 目、幸町ー ・ 三 • 四 • 六丁目に所在し、そ

の範囲は径500m程度と推定されている。西郡廃寺が属する西郡遺跡は旧大和川の支流である玉

串川と長瀬川に挟まれた沖積地に位僅しており、 この沖積地上には、南から北へと東弓削 ・中田 ・

矢作 ・ 小阪合 ・ 成法寺 ・ 東郷・萱振 • 西郡 ・山賀、さらに東大阪市若江 ・瓜生堂などの遺跡が数

多く存在している。

西郡廃寺は、旧令国制の河内国若江郡錦部郷に位置したとされる古代寺院で、当調査地南150m

の西郡天神社付近に存在したと考えられており、神社境内には北約100mの字「八間堂」から出土し

たとされる塔心礎があるが、これまでに明確な伽藍配置などは確認されていない。近隣のこれま

での調査では、 7世紀中葉～後半に比定される瓦が出土していることから、西郡廃寺は、 7世紀

中葉～後半に創建された古代寺院と考えられている。

また、当地は、西郡廃寺創建にかかわる時期以外にも、弥生時代後期に遡る居住域をはじめ、

古墳時代初頭～後期、および平安時代後期以降中 ・近世の遺構・遺物なども多数検出されている。

今回の調査は西郡廃寺第9次調査で、ごく近隣で第 3"'""'7次調査(NK T 2006 -3・N KT  2006 

-4・NK  T2008-5・NK  T2009-6・NK T2010-7)が実施されている。また、当地西南西

100mには萱振遺跡第 7次調査地(KF8-7)が、西南西200mには山賀遺跡第 3次調査地(YMG

94-3)が位置している。

第 1図 調査地周辺図
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表 1 周辺の調在地一覧表

中l!t-土坑2・河川 1

，
 

..... 

平安末～鎌倉ー井戸 1・土
坑2・柱穴 4・溝 2・畦状
追構、近世—井戸 1 . 河川

2011. 6 「(19)西郡廃寺第 7

次調査(2010-7)」『平成22年度 （財）

八尾市文化財調査研究会事業報告』

--------心-------- ------- --坪田真;- 2011. 6 「(20)西郡廃寺第8
次調究(2010-8)」『平成 22年度 （財）

八尾市文化財調究研究会事業報告』

NKT88-

7 

NKT9,J-

3 

究会報告81

2 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は、工場建設工事に伴うもので、当調査研究会が西郡廃寺で実施した第9次調

査にあたり、同一の工場敷地内では過去に 2度の調査を行っている（第6・7次調査）。調査は、

八尾市教育委員会の埋蔵文化財発掘調査指示書に基づき、機械掘削1.Om、人力掘削0.3mを基本

としたが、現代の盛土・攪乱が現地表(T.P. + 5. 5m前後）下1.5m前後まで及んでおり、 2m以上

に達する攪乱部分とともに、重機で掘削し、以下の0.2"-'0. 3m程度を人力によって掘削し、遺構・

遺物の検出に努めた。

調査区は第6次調査地の西、第7次調査地の南に接し、東西18m・南北27m・面積486団を測る。

敷地に余地が無かったために、調査区はほぼ中央で南北2区に分け、南区から調査を行い、南区

の調査終了後埋め戻し、北区の調査を行った。地区割りについては、調査区南西隅に基準点(XO・

y 0)を置き、それぞれ5m間隔で東西は西から 1"-'4、南北は南からA"-'Fとし、 1A"-'4Fの

小地区を設定した。高さの基準は、調査地北東100mの街区多角点10A15(T. P. +4. 806m)を使用し

た。

調査の結果、平安時代末期～鎌倉時代の遺構、及び近世の遺構• 河川のほか、弥生時代前～後

期の土器・石器、古式土師器、土師器、須恵器、瓦器、木製品、瓦などが出土した。遺物の出

は、コンテナ（縦0.6mX横0.4mX深さ0.2m)に6箱である。
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2)基本層序

現地表(T.P. +5. Sm前後）下1.5,...__,1. 6mまでは、旧

工場建物建設 ・解体時の整地 ・盛土・攪乱層で、以

下の地層は、調査区西 ・北・東壁のみで部分的に確

認できた程度である。そのうち、西壁でのみ、近～

現代から平安時代末期頃までに至る地層(1,...__, 7層）

が確認できた。

O層：盛士 ・撹乱層、層厚1.5m以上。

1層：青灰色粘土ブロック混じり礫、層厚0.lm前後、

調査区中央部の西壁付近で検出した。おそら

く近世～近現代（工場建設前）の作土と考えら

れる。

2層：褐色粘土、層厚0.l'""-'0. 2m。1層同様と調査区

中央部の西壁付近で検出した。攪拌された細

かいブロック層で、 1層同様近世～近現代の

作士と考えられる。

3層：褐色粘上、層厚0.l'""-'0. 2m。調査区中央北寄り

の西壁付近で検出した。 2層に対応する可能

百

X30 

X20 

X 10 

XO 

VI 西郡廃寺第9次調査 (NKT  2011 -9) 

F / 

E 

D 

C 

B 

II¥ 

YO 

N K T2008-5 
道路 R 

既存遵物
NKT2010-7 

既存建物

NKT 
2009-6 

北区
1区

南区

1 2 3 4 
y 10 

今回の調査区 I 

NKT2011-9 
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性があるが攪拌されておらず、 1・ 2層の床を形成する地層である。

4層：青灰色粘土、層厚O.lm未満。調査区北部西壁で検出した。直下の 7層上面の落込みに4層

が堆積しており、 7層に対応する遺構埋土 ・遺物包含層の可能性がある。なお、調査区北

東隅で検出した近世の河川 NR1は、 4層を切っている。

5層：灰色細～粗粒砂の互層、層厚0.l "'-'O. 2m、調査区中央部の西壁付近で検出した。3層以下に

堆積しており、 NR1の埋土の可能性もあるが、平面的に確認できていない。

6層：灰色細粒砂、層厚0.lm未満。調査区中央北寄りの西壁付近で検出した。 5層同様、 NR1

に因む可能性がある。

7層：灰色礫、層厚0.4m以上を確認した。平安時代末期頃の遺構面で、上面の標高は南西部が3.8 

m、北西部が3.5m、北東部が4.Om前後を指し、南東から北西に向かって下がっている。

この層上面で、平安時代末期～鎌倉時代の井戸 1基、土坑 2基、小穴4個、 溝2条、近世

の井戸 1基、河川 1条を検出した。
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3)検出遺構と出土遺物

• 平安時代後期～鎌倉時代の遺構

井戸(SE)

SE1 

2 E'""-'F地区で検出した。近世の河川NR1や近年の攪乱などで削られており、底の一部がわ

ずかに残っていただけである。平面形状は東西方向に長い楕円形で長径2.5m、短径1.8mを測る。

断面形状は逆台形で、深さ約0.3mを測る。掘形の北西よりに曲物が据えてあり、掘形からは、曲

物の一部の他、板材3点、瓦器椀 1点、弥生土器 1点が出土している。この内 1点(1)を図化し

た。 1は瓦器椀である。体部は内湾し、口縁部は若干外反する。端部は丸く終わる。底部には断

面逆台形の高台が貼り付く。内面には見込みから体部上位まで螺旋状ヘラミガキを、外面は横方

向のヘラミガキを施す。平安時代後期の12世紀後半頃に比定される。

土坑(SK)

SK  1 

lB地区で検出した。遣構の西側は調査区外に至るため形状および規模は不明である。検出し

た部分の平面形状は直線的に掘られており、北側に段がある。東西長0.3m、南北長1.6m、深さ

0. 3mを測る。埋土は上から青灰色粘土、青灰色粘土で褐灰色粘土のブロック混入、褐色粘土であ

る。内部からは土師器・黒色土器・瓦器等が出土している。このうち 3点(2,.___, 4)を実測した。

2は黒色土器椀である。体部は内湾する。口縁部は尖りぎみに丸く終わる。体部の内外面は横方

向のヘラミガキを密に施す。平安時代前期の10世紀代に比定される。 3は瓦器椀である。口縁部

は丸く終わる。体部の内外面は横方向のヘラミガキを施す。 4は土師器甕である。口縁部は「く」

の字に屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出し、面を形成する。体部の内外面はナデ、口縁部

の内外面はヨコナデを施す。 3と4は平安時代後期の12世紀代に比定される。

SK2  

4 B,.___,C地区で検出した。西部は攪乱により切られている。埋土は礫混じり粘土で、内部から

は弥生土器・石器（石鏃未成品）・土師器等が出土している。この内 1点(5)を図化した。 5は石

鏃の未成品である。両面には鏑が確認でき、縁辺は剥離調整を行う。弥生時代中期頃に比定され

る。

小穴(SP)

SP1'""-'SP3 

1 A'""-'B地区で検出した。 SP1は隅丸の長方形で、一辺0.5'""-'0. 85mを測る。 SP2・3は楕

円形で、長径0.6'""-'0. 9m、短径0.5'""-'0. 8mを測る。深さは0.1'""-'0. 5mで、埋土は青灰色礫に粘土

のブロックが混入する。 SP1'""-'3は約2.4mの間隔で南西ー北東に並んでおり、建物等を構成す

る柱穴の可能性が高い。 SP1とSP2から古式土師器の細片が出土した。この内 2点(6・7)

を図化した。 6はSP1から出土した古式土師器の甕である。口縁部は「く」の字に屈曲し外反

する。端部は面を形成する。体部の内面はヘラケズリ、外面はハケナデを施す。口縁部の内外面

はヨコナデを施す。 7はSP2から出土した古式土師器の甕である。口縁部は「く」の字に屈曲

し外反する。端部はやや内側につまみ出し面を形成する。口縁部の内外面はヨコナデを施す。 6

と7は古墳時代初頭後半（庄内式期）に比定される。
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SP4  

4B地区で検出した。平面形状は円形で、径約0.3mを測る。断面形状はU字形で、深さは0.2 

mを測る。埋土は褐色礫で、褐灰色粘土のブロックが混入する。

溝(SD)

SD  1 

4A"-'C地区で西側の肩を検出した。南北方向に延び、検出長は9.0m、幅0.6m以上、深さ0.1 

を測る。埋土は灰色細砂である。

SD2  

4C地区で検出した。検出長は2.Om、幅1.4m以上、深さ0.1を測り、 SD1を切る。埋土は褐

色シルトである。

・近世の遣構

(SE) 

SE2 

4F地区で検出した。平面形状は隅丸方形で、一辺約1.3mを測る。断面形状は逆台形で、深さ

0. 6mを測る。埋土は褐色粘土で、礫のブロックが混入する。石組みがあったと思われ、埋土から

は火を受けた石材のほか、国産陶磁器が数点出土した。

河川 (NR) 

NR1 

調査区北西部 1E"-'F・2 E"-'F地区で検出した。攪乱によってほとんどが削られており、不

明瞭な形での検出となったが、概ね南から北へ延びている。幅7.Om以上、深さ0.6m以上を測り、

SE1を切る。埋士は上から白灰色粗砂、黒褐色礫混粘土、青灰色礫混粘土、青灰色シルト、褐

色粘土混礫、褐色粗砂、黄灰色粗砂～礫、青灰色細砂で、国産陶磁器や瓦などのほか、弥生時代

前期～平安時代後期頃までの土器等が出土している。この内 9点(8"-'16)を図化した。 8は弥生

時代前期末の壺である。頸部は筒状で、口縁部は外反する。頸部および口縁部の内面はナデ、外

面はヘラミガキである。頸部にはヘラ描沈線を12条施す。 9"-'12は弥生時代後期の甕である。 9. 

10の底部は突出し、 11・12は上げ底である。 9""'11は体部の内面はヘラ状工具によるナデ、外面

は右上がりのタタキを施す。 12の体部の内面は、ハケのちヘラ状工具によるナデ、外面は右上が

りのタタキを施す。 13は古式土師器の壺である。口縁部は直立し、内外面ともに横方向のヘラミ

ガキを施す。 14は古式土師器の器台である。受部は内湾し口縁端部は面を形成する。内外面は横

方向のヘラミガキを施す。 13と14は古墳時代初頭後半（庄内式期新相）に比定される。 15・16は瓦

器椀である。 15の体部は内湾し口縁部は尖りぎみみに丸く終わる。体部の内外面は横方向のヘラ

ミガキを施す。 16の底部には高台が貼り付く。体部の内面には見込みに斜格子状の暗文を施す。

平安時代後期の12世紀代に比定される。

遺構に伴わない出土遺物

7層および攪乱土内からは、弥生時代前・後期、古墳時代初頭～前期（庄内式期・布留式期）、

古墳時代中～後期、奈良時代、平安時代以降の土器を主とする遣物が出土した。この内 8点(17

,.__,24)を図化した。 17は弥生時代後期の壺である。底部は突出する。 18・19は弥生時代後期の甕で
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ある。 18の体部の外面には右卜がりのタタキを施す。 20は古式十」・:m器の甕、 21は古式土師器の

備系の甕である。 20の体部の内面はヘラケズリ、外面は細i)りのタタキを右上がりに施す。 21のロ

縁部は受口状で外面には擬凹線を施す。 22は古式士1':r[i器の椀形の高杯である。内外面は横方向の

ヘラミガキを丁寧に施し、内面には放射状の暗文がある。 20-22は古墳時代初頭前半（庄内式期）

に比定される。 23はサヌカイト製の石錐と思われる。両面には鉗iが確認でき、断面は菱形である。

先端は欠捐している。弥生時代中期頃に比定できる。 24は）r~ 途不明の木製品である。球形で全面
に加工痕が残り、研磨されている。一ヶ しない穴がある。

3. まとめ

今回の調査では、調査区の中央部に大規模な概乱があったが、その中で追存状況の良い遺構を

検出することができた。これまでの周辺の調査同様、平安時代後期～鎌倉時代(12"--'13世紀）の追

構の広がりが確認できたことは大きな成果と言える。西l訊廃寺の創建・ 存続時期に帰属する遣構．

は検出されず、辿物も少屈出土したに過ぎない。このことは、西郡廃寺の伽藍配置等を検討する

うえでも重要なことと考えられる。ベース屈である 7屈中には、弥生時代前・後期、古墳時代初

頭～前期の追物が含まれており、当地周辺にはその頃まで、旧河川が流下していたものと考えら

れる。

【参考文献】

• 原田昌則1996「II 咋振辿跡第 7次調査(KFSS-7)」 『萱振辿跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報告52』
財団法人八尾市文化財調査研究会

• 高萩千秋2000「III 西郡廃寺追跡第 1次調査」 『八尾市立埋蔵文化財調査センター報告 1』八尾市教育委員会
財団法人八尾市文化財調査研究会

• 河村恵理2007「II 西判i廃寺追跡第2次調査(NK T2005-2)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告95』
財団法人八尾市文化財調査研究会

• 原田昌則2007「I 信振追跡第16次調査(KF94-16)」 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告95』財団法人
八尾市文化財調査研究会
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申>巨9' • 名 萱振追跡 北木の本2丁目辿跡 成法寺追跡 中田遺跡 西郡廃寺

副書名

巻 次

シリーズ名 公益財団法人 八尾市文化財調査研究会報告

シリーズ番号 151 

編集者名 I・II・V西村公助 III・N坪田真一 VI成海佳子・西村（編）

編集機関 公益財団法人 八尾市文化財調査研究会

所在地 〒581-0821 大阪府八尾市幸町4丁目58-2 TEL・FAX 072-994-4700 

発行年月日 西暦2016年3月31日

ふりがな ふりがな コトゞ
所収追跡 所 在 地 市町村追跡番号北緯 東経 調査期間 調査面2 禎調査

かやふりいせき (m) 原因

萱振血跡 おおさかふやおしあさひがおかlちKうめ追 大阪府八尾市旭ヶ丘一丁目 27212 65 34度37分 135度36分 20130423 /¥. 含六
（第28次調査） 53 秒、、 3 8 秒1ヽ ～ 約32.5 刀函住-建九

さたきのもと2ちょうめいせきふヽ↓ヽ ．、 0501 毛・下又

北木の本2丁目辿跡 ィ大打a阪さか府、3ヽ八やお尾し市きた北きの木ものと2本ちょうめ _ 27212 9573 34几む36ク1135gむ35父ト 20130805 冷ふ
（第 1次調査） 一丁目 32秒 32秒 ～ 約29 店，,ill新

じようほうじし、せき 0809 築
成法寺辿跡 おおさかふやおしみなみほんまち 2ちょうめ F 此 • → 

（第27次調査） 大阪府八尾市南本町二丁目 27212 73 34度37墳 135度36分 20130708~ L'-き笠住
24屯少 16系少 07 l ゚ 約18 -刀 建卦し毛 Zり没

なかたいせき サ
中田辿跡 おおさかふやおしやおた 6ちtうめ ービ
（第55次調査） 大阪府八尾市八尾木北六丁目 27212 28 34度36分 135度36分 20121022~ ス付高

44秒 56秒 1029 約31 齢者向
け住宅

にしごおりはいじ 建設
西郡廃寺 おおさかふやおしいずみちKう3ふよいめ大阪府八尾市泉町三丁っ目ッ 27212 46 34度38分 135度36分 20090713 エ炉パ
（第6次調査） 57秒 17秒 ～ 向，'356 九匈建

0731 政

にしごおりはしヽじ
西郡廃寺 おおさかふやおしいずみちょう 3ちKうめ ~ 
（第9次調査） 大阪府八尾市泉町三丁目 27212 46 34度38分 135度36分 2011042a エ炉建57秒 1 7秒 ～ 約{486 壬碗re 

0715 叔

所収追跡名 種別 主な時代 主な辿構 主な追物 特記事項

集落 弥生時代後期 小穴 弥生土器甕 ......... , ........................... 

萱振追跡

（第 28次調査）

平安時代 溝

集落 平安時代後期 土坑

北木の本2丁目追跡

（第 1次調査） I 
鎌倉時代後期

小穴 土師器皿

溝 瓦器椀

成法寺追跡
集落

（第27次調査） 江戸時代
井戸 陶磁器

土坑 瓦

集落

中田追跡
古墳時代前期末

古墳 円筒埴輪

（第55次調査）

古墳時代初頭前半 土器棺塵 古式土師器壺
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萱振追跡（第28次調査）

北木の本2丁目追跡（第 1次調査）

成法寺遺跡（第27次調査）

中田追跡（第55次調査）

西郡廃寺（第6次調査）

西郡廃寺（第 9次調査）

平成28年 3月

公益財団法人八尾市文化財調査研究会
〒581-0821

大阪府八尾市幸町4丁目58番地の 2

TEL・FAX 072-994-4700 

印 刷 古賀印刷株式会社

表紙 レザック66

本文ニューエイジ

図版 ニューエイジ

く260kg>

く 70kg>

く 70kg>
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